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コスモス（小貝川ふれあい公園）

次 回 第 4 回 定 例 会 予 定
日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

本　会　議（議案質疑）

　常任委員会（総務委員会）
休　会
　常任委員会（文教厚生委員会）

本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

※会期日程は、都合により変更になることがあります。

木

金

水

12月 7日

12月 8日

月12月11日

休　会
　常任委員会（経済建設委員会）火12月12日

休　会
　予算特別委員会（補正予算）水12月13日

本　会　議
　一  般  質  問金12月15日

本　会　議
　一  般  質  問月12月18日

12月20日

　東部中卓球部は3年生12名、2年生12名、1年生20名で、「水滴りて石を穿つ」の合い言葉のもと

活動しています。新チームで迎えた今年の新人戦では男子は県西大会ベスト4、女子はベスト16と

いう結果を残すことができました。また、個人戦ではJOCジュニアオリンピックカップ全日本卓球

選手権大会カデットの部に神郡元希さんが出場します。

　保護者の方をはじめ、活動を支えてくださる全ての方への感謝を忘れず、県民総合体育大会では

新人戦よりも良い結果が出せるよう頑張りたいです。応援よろしくお願いします。

水滴穿石
～すいてきせんせき～

【東部中学校 卓球部】

議会を傍聴しませんか
市議会では皆様の傍聴をお待ちしています。傍聴は、
市議会活動に触れる良い機会です。自分が選んだ議
員の活動や市政の方針などを知ることができます。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモ
ニターで中継を行っています。

次回の市議会だよりの発行は
２月 10 日（土）の予定です。
議会だよりへのご意見などご
ざいましたら、下記連絡先ま
でお寄せください。

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1
　　　　　　  （内線 1111・1112）
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若い人も高齢者も安心できる年金制度を求める意見書

＜若い人も高齢者も安心できる年金制度の実現を図ることを強く要望する＞

第3回定例会で議員提案された下記の意見書を可決し、関係大臣等あて提出しました。

　公的年金は高齢者世帯収入の７割を占め、約６割の高齢者世帯が年金だけで生活しており、老後の生活保
障の柱になっている。
　現在、年金の支給は隔月となっているが、欧米諸国では毎月支給を実施しているところがあり、年金生活
者にとって、毎月支給されることにより計画的な生活設計を立てることができる。
　年金が高齢者の所得保障であることに鑑みれば、高齢者の生活安定の観点から、雇用と年金の接続が制度
的に確実に行われることが必要であり、年金支給開始年齢のさらなる引き上げは、無年金や無収入となる者
が生じることとなり、大きな問題である。
　年金は、そのほとんどが消費に回るため、消費や税収等、地域経済と地方財政に与える影響は大きく、自
治体の行政サービスにも直結する問題となっていることから、年金の増減は、地域経済や地方財政にも大き
な影響を与える。
　よって、国においては、若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を図るため、次の措置を講じるよう強
く要望する。

１　年金の隔月支給を毎月支給に改めること。

２　年金の支給年齢は、これ以上引き上げないこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。
　　　平成２９年９月２６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆議院議長　　　大島　理森　殿
　　　　　　　参議院議長　　　伊達　忠一　殿
　　　　　　　内閣総理大臣　　安倍　晋三　殿
　　　　　　　内閣官房長官　　菅　　義偉　殿
　　　　　　　財務大臣　　　　麻生　太郎　殿
　　　　　　　厚生労働大臣　　加藤　勝信　殿

平成29年第3回定例会・意　見　書

議員提出議案等
若い人も高齢者も安心できる年金制度を求め
る意見書

教育予算の拡充を求める意見書

年金の隔月支給を毎月支給にあらため、年金支給開始年齢の引き
上げをやめることを求める意見書を国に提出するもの

子どもたちのゆたかな学びを保障するために教職員定数改善など
を求める意見書を国に提出するもの

意見書
第１号

意見書
第２号

９．２６

原案可決

９．２６

原案可決

請　　　　願
若い人も高齢者も安心できる年金制度を求め
る請願

農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる請
願

教育予算の拡充を求める請願

年金の隔月支給を毎月支給にあらため、年金支給開始年齢の引き
上げをやめることを求めるもの

農業者戸別所得補償制度の復活をさせて、国民の食糧と地域経済、
環境と国土を守ることを求めるもの

子どもたちのゆたかな学びを保障するために教職員定数改善など
を求めるもの

請願受理番号
第１号

請願受理番号
第２号

請願受理番号
第３号

９．７

採　択

９．７

不採択

９．２６

採　択

平成29年第3回定例会

しもつま市議会だより３ 第２１２号 ２

平成 2 9年第 3回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

平成28年度下妻市一般会計継続費精算につい
て

平成28年度下妻市財政の健全化判断比率につ
いて

平成28年度下妻市公営企業の資金不足比率に
ついて

株式会社ふれあい下妻平成28年度経営状況報
告について

下妻市市税条例等の一部改正について

下妻市体育施設の設置及び管理に関する条例
の一部改正について

市道路線の認定について

市道路線の廃止について

平成29年度下妻市一般会計補正予算（第2号）
について

平成29年度下妻市介護保険特別会計補正予算
（第1号）について

平成29年度下妻市下水道事業特別会計補正予
算（第1号）について

平成28年度下妻市一般会計歳入歳出決算につ
いて

平成28年度下妻市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算について

平成28年度下妻市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算について

平成28年度下妻市介護保険特別会計歳入歳出
決算について

平成28年度下妻市介護サービス事業特別会計
歳入歳出決算について

平成28年度下妻市下水道事業特別会計歳入歳
出決算について

平成28年度下妻市砂沼サンビーチ特別会計歳
入歳出決算について

平成28年度下妻市水道事業会計決算について

平成27年度からの２か年度、継続費を設定し、事業を進めてきた
公共施設等総合管理計画策定業務委託事業等について、事業が完
了したため、実績を報告するもの

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比
率の４指標について、監査委員の意見を付し、報告するもの

下水道事業及び水道事業の各会計における資金不足の状況につい
て、監査委員の意見を付し、報告するもの

株主総会において事業の計画及び決算が承認されたので、地方自
治法第243条の3に基づき報告するもの

地方税法の改正により、軽自動車税の環境性能割の導入に伴う規
定の整備など、市税条例を一部改正するもの

旧東部中学校の柔道剣道場及び旧千代川中学校の体育館について、
利用の見直しを図るため、条例を一部改正するもの

路線見直しにより、鯨地内7件の市道路線を認定するもの

路線見直し等により、大串地内ほか12件の市道路線を廃止するもの

防犯灯LED化調査業務委託料の計上等により、2億425万6,000円
を追加するもの

基金積立金などの増額のため、1億4,575万6,000円を追加するもの

消費税納付金の増額のため、299万6,000円を追加するもの

歳入総額　　　　　　 186億7,792万7,846円
歳出総額　　　　　　 177億4,476万  696円
実質収支額　　　　　　 8億2,839万  894円

歳入総額　　　　　　  67億2,051万3,607円
歳出総額　　　　　　  61億9,233万6,796円
実質収支額　　　　　　 5億2,817万6,811円

歳入総額　　　　　　　 3億6,547万9,182円
歳出総額　　　　　　　 3億6,132万5,765円
実質収支額　　　　　　　　  415万3,417円

歳入総額　　　　　　  33億4,333万  804円
歳出総額　　　　　　  32億   11万7,469円
実質収支額　　　　　　 1億4,321万3,335円

歳入総額　　　　　　　     1,237万5,115円
歳出総額　　　　　　　       689万1,540円
実質収支額　　　　　　　    548万3,575円

歳入総額　　　　　　　 9億5,445万2,928円
歳出総額　　　　　　　 9億3,069万  198円
実質収支額　　　　　　　   2,021万5,730円

歳入総額　　　　　　　 1億8,731万9,311円
歳出総額　　　　　　　 1億6,704万9,523円
実質収支額　　　　　　　  2,026万9,788円

収益的収支　　収入　　 8億5,949万3,862円
　　　　　　　支出　　10億  367万9,346円
資本的収支　　収入　　 1億  121万5,000円
　　　　　　　支出　　 4億3,317万2,128円

議決月日
結　　果

報　告
第７号

報　告
第８号

報　告
第９号

報　告
第10号

議　案
第52号

議　案
第53号

議　案
第56号

議　案
第57号

議　案
第58号

認　定
第１号

認　定
第２号

認　定
第３号

認　定
第４号

認　定
第５号

認　定
第６号

認　定
第７号

認　定
第８号

議　案
第54号
議　案
第55号

９．８

報告のみ

９．８

報告のみ

９．８

報告のみ

９．８

報告のみ

９．２６

原案可決

９．２６

原案可決

９．２６

原案可決

９．２６

原案可決

９．２６

原案可決

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６
原案可決
９．２６
原案可決



若い人も高齢者も安心できる年金制度を求める意見書

＜若い人も高齢者も安心できる年金制度の実現を図ることを強く要望する＞

第3回定例会で議員提案された下記の意見書を可決し、関係大臣等あて提出しました。

　公的年金は高齢者世帯収入の７割を占め、約６割の高齢者世帯が年金だけで生活しており、老後の生活保
障の柱になっている。
　現在、年金の支給は隔月となっているが、欧米諸国では毎月支給を実施しているところがあり、年金生活
者にとって、毎月支給されることにより計画的な生活設計を立てることができる。
　年金が高齢者の所得保障であることに鑑みれば、高齢者の生活安定の観点から、雇用と年金の接続が制度
的に確実に行われることが必要であり、年金支給開始年齢のさらなる引き上げは、無年金や無収入となる者
が生じることとなり、大きな問題である。
　年金は、そのほとんどが消費に回るため、消費や税収等、地域経済と地方財政に与える影響は大きく、自
治体の行政サービスにも直結する問題となっていることから、年金の増減は、地域経済や地方財政にも大き
な影響を与える。
　よって、国においては、若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を図るため、次の措置を講じるよう強
く要望する。

１　年金の隔月支給を毎月支給に改めること。

２　年金の支給年齢は、これ以上引き上げないこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。
　　　平成２９年９月２６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆議院議長　　　大島　理森　殿
　　　　　　　参議院議長　　　伊達　忠一　殿
　　　　　　　内閣総理大臣　　安倍　晋三　殿
　　　　　　　内閣官房長官　　菅　　義偉　殿
　　　　　　　財務大臣　　　　麻生　太郎　殿
　　　　　　　厚生労働大臣　　加藤　勝信　殿

平成29年第3回定例会・意　見　書

議員提出議案等
若い人も高齢者も安心できる年金制度を求め
る意見書

教育予算の拡充を求める意見書

年金の隔月支給を毎月支給にあらため、年金支給開始年齢の引き
上げをやめることを求める意見書を国に提出するもの

子どもたちのゆたかな学びを保障するために教職員定数改善など
を求める意見書を国に提出するもの

意見書
第１号

意見書
第２号

９．２６

原案可決

９．２６

原案可決

請　　　　願
若い人も高齢者も安心できる年金制度を求め
る請願

農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる請
願

教育予算の拡充を求める請願

年金の隔月支給を毎月支給にあらため、年金支給開始年齢の引き
上げをやめることを求めるもの

農業者戸別所得補償制度の復活をさせて、国民の食糧と地域経済、
環境と国土を守ることを求めるもの

子どもたちのゆたかな学びを保障するために教職員定数改善など
を求めるもの

請願受理番号
第１号

請願受理番号
第２号

請願受理番号
第３号

９．７

採　択

９．７

不採択

９．２６

採　択

平成29年第3回定例会

しもつま市議会だより３ 第２１２号 ２

平成 2 9年第 3回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

平成28年度下妻市一般会計継続費精算につい
て

平成28年度下妻市財政の健全化判断比率につ
いて

平成28年度下妻市公営企業の資金不足比率に
ついて

株式会社ふれあい下妻平成28年度経営状況報
告について

下妻市市税条例等の一部改正について

下妻市体育施設の設置及び管理に関する条例
の一部改正について

市道路線の認定について

市道路線の廃止について

平成29年度下妻市一般会計補正予算（第2号）
について

平成29年度下妻市介護保険特別会計補正予算
（第1号）について

平成29年度下妻市下水道事業特別会計補正予
算（第1号）について

平成28年度下妻市一般会計歳入歳出決算につ
いて

平成28年度下妻市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算について

平成28年度下妻市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算について

平成28年度下妻市介護保険特別会計歳入歳出
決算について

平成28年度下妻市介護サービス事業特別会計
歳入歳出決算について

平成28年度下妻市下水道事業特別会計歳入歳
出決算について

平成28年度下妻市砂沼サンビーチ特別会計歳
入歳出決算について

平成28年度下妻市水道事業会計決算について

平成27年度からの２か年度、継続費を設定し、事業を進めてきた
公共施設等総合管理計画策定業務委託事業等について、事業が完
了したため、実績を報告するもの

実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比
率の４指標について、監査委員の意見を付し、報告するもの

下水道事業及び水道事業の各会計における資金不足の状況につい
て、監査委員の意見を付し、報告するもの

株主総会において事業の計画及び決算が承認されたので、地方自
治法第243条の3に基づき報告するもの

地方税法の改正により、軽自動車税の環境性能割の導入に伴う規
定の整備など、市税条例を一部改正するもの

旧東部中学校の柔道剣道場及び旧千代川中学校の体育館について、
利用の見直しを図るため、条例を一部改正するもの

路線見直しにより、鯨地内7件の市道路線を認定するもの

路線見直し等により、大串地内ほか12件の市道路線を廃止するもの

防犯灯LED化調査業務委託料の計上等により、2億425万6,000円
を追加するもの

基金積立金などの増額のため、1億4,575万6,000円を追加するもの

消費税納付金の増額のため、299万6,000円を追加するもの

歳入総額　　　　　　 186億7,792万7,846円
歳出総額　　　　　　 177億4,476万  696円
実質収支額　　　　　　 8億2,839万  894円

歳入総額　　　　　　  67億2,051万3,607円
歳出総額　　　　　　  61億9,233万6,796円
実質収支額　　　　　　 5億2,817万6,811円

歳入総額　　　　　　　 3億6,547万9,182円
歳出総額　　　　　　　 3億6,132万5,765円
実質収支額　　　　　　　　  415万3,417円

歳入総額　　　　　　  33億4,333万  804円
歳出総額　　　　　　  32億   11万7,469円
実質収支額　　　　　　 1億4,321万3,335円

歳入総額　　　　　　　     1,237万5,115円
歳出総額　　　　　　　       689万1,540円
実質収支額　　　　　　　    548万3,575円

歳入総額　　　　　　　 9億5,445万2,928円
歳出総額　　　　　　　 9億3,069万  198円
実質収支額　　　　　　　   2,021万5,730円

歳入総額　　　　　　　 1億8,731万9,311円
歳出総額　　　　　　　 1億6,704万9,523円
実質収支額　　　　　　　  2,026万9,788円

収益的収支　　収入　　 8億5,949万3,862円
　　　　　　　支出　　10億  367万9,346円
資本的収支　　収入　　 1億  121万5,000円
　　　　　　　支出　　 4億3,317万2,128円

議決月日
結　　果

報　告
第７号

報　告
第８号

報　告
第９号

報　告
第10号

議　案
第52号

議　案
第53号

議　案
第56号

議　案
第57号

議　案
第58号

認　定
第１号

認　定
第２号

認　定
第３号

認　定
第４号

認　定
第５号

認　定
第６号

認　定
第７号

認　定
第８号

議　案
第54号
議　案
第55号

９．８

報告のみ

９．８

報告のみ

９．８

報告のみ

９．８

報告のみ

９．２６

原案可決

９．２６

原案可決

９．２６

原案可決

９．２６

原案可決

９．２６

原案可決

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６

認　　定

９．２６
原案可決
９．２６
原案可決



＝ 平成28年度　各 会 計 決 算 ＝
差　　引　　額歳  出  決  算  額歳  入  決  算  額会　　計　　別

186億7,793万円

※　不足分については、過年度分損益勘定留保資金等で補てんした。
　　なお、決算金額については、万単位とした。

一　　 般　　 会　　 計

67億2,051万円国民健康保険特別会計

3億6,548万円後期高齢者医療特別会計

33億4,333万円介 護 保 険 特 別 会 計

1,238万円介護サービス事業特別会計

9億5,445万円下 水 道 事 業 特 別 会 計

1億8,732万円砂沼サンビーチ特別会計

9億6,071万円水 道 事 業 会 計

312億2,211万円合　　　　　　計

■平成28年度一般会計決算の内訳■

54億5,884万円
（30.8％）

民生費
26億7,260万円

（15.1％）

教育費
25億

6,519万円
（14.4％）

土木費
 19億

8,629万円
（11.2％）

総務費
  16億

  2,692万円
（9.2％）

公債費
    13億

    316万円
（7.3％）

衛生費
   21億

   3,176万円
 （12.0％）

その他

35億4,797万円
（19.0％）

地方交付税
55億6,777万円

（29.8％）

市　税
27億1,643万円

（14.5％）

国庫支出金
21億

8,477万円
（11.7％）

12億1,347万円 （6.5％）

市 債
34億

4,751万円
（18.5％）

その他

県支出金

177億4,476万円

61億9,234万円

3億6,133万円

32億 12万円

689万円

9億3,069万円

1億6,705万円

14億3,685万円

300億4,003万円

9億3,317万円

5億2,817万円

415万円

1億4,321万円

549万円

2,376万円

2,027万円

※△ 4億7,614万円

11億8,208万円

教育予算の拡充を求める意見書

　学校現場における課題が複雑化・困難化する中で子どもたちのゆたかな学びを実現するためには、教材研

究や授業準備の時間を十分に確保することが不可欠です。そのためには教職員定数改善などの施策が最重要

課題となっています。（公財）連合総合生活開発研究所の教職員の働き方・労働時間に関する報告書による

と、７～８割の教員が一月の時間外労働が80時間（過労死ライン）となっていること、1割がすでに精神疾

患に罹患している可能性が極めて高いことなどが明らかにされました。明日の日本を担う子どもたちを育む

学校現場において、教職員が人間らしい働き方ができるための長時間労働是正が必要であり、そのための教

職員定数改善も欠かせません。

　義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き

下げられました。いくつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源による定数措置が行われて

いますが、地方自治体の財政を圧迫しています。国の施策として財源保障をし、子どもたちが全国どこに住

んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障するため

の条件整備は不可欠です。

　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育

行政を進めることができるようにするために、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

記

１　きめ細かな教育の実現のために少人数学級を推進すること

２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　　平成２９年９月２６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆議院議長　　　大島　理森　殿

　　　　　　　参議院議長　　　伊達　忠一　殿

　　　　　　　内閣総理大臣　　安倍　晋三　殿

　　　　　　　財務大臣　　　　麻生　太郎　殿

　　　　　　　総務大臣　　　　野田　聖子　殿

　　　　　　　文部科学大臣　　林　　芳正　殿

意　見　書平成28年度一般会計決算・各会計決算・賛否討論

しもつま市議会だより５ 第２１２号 ４
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＝ 平成28年度　各 会 計 決 算 ＝
差　　引　　額歳  出  決  算  額歳  入  決  算  額会　　計　　別

186億7,793万円

※　不足分については、過年度分損益勘定留保資金等で補てんした。
　　なお、決算金額については、万単位とした。

一　　 般　　 会　　 計

67億2,051万円国民健康保険特別会計

3億6,548万円後期高齢者医療特別会計

33億4,333万円介 護 保 険 特 別 会 計

1,238万円介護サービス事業特別会計

9億5,445万円下 水 道 事 業 特 別 会 計

1億8,732万円砂沼サンビーチ特別会計

9億6,071万円水 道 事 業 会 計

312億2,211万円合　　　　　　計

■平成28年度一般会計決算の内訳■

54億5,884万円
（30.8％）

民生費
26億7,260万円

（15.1％）

教育費
25億

6,519万円
（14.4％）

土木費
 19億

8,629万円
（11.2％）

総務費
  16億

  2,692万円
（9.2％）

公債費
    13億

    316万円
（7.3％）

衛生費
   21億

   3,176万円
 （12.0％）

その他

35億4,797万円
（19.0％）

地方交付税
55億6,777万円

（29.8％）

市　税
27億1,643万円

（14.5％）

国庫支出金
21億

8,477万円
（11.7％）

12億1,347万円 （6.5％）

市 債
34億

4,751万円
（18.5％）

その他

県支出金

177億4,476万円

61億9,234万円

3億6,133万円

32億 12万円

689万円

9億3,069万円

1億6,705万円

14億3,685万円

300億4,003万円

9億3,317万円

5億2,817万円

415万円

1億4,321万円

549万円

2,376万円

2,027万円

※△ 4億7,614万円

11億8,208万円

教育予算の拡充を求める意見書

　学校現場における課題が複雑化・困難化する中で子どもたちのゆたかな学びを実現するためには、教材研

究や授業準備の時間を十分に確保することが不可欠です。そのためには教職員定数改善などの施策が最重要

課題となっています。（公財）連合総合生活開発研究所の教職員の働き方・労働時間に関する報告書による

と、７～８割の教員が一月の時間外労働が80時間（過労死ライン）となっていること、1割がすでに精神疾

患に罹患している可能性が極めて高いことなどが明らかにされました。明日の日本を担う子どもたちを育む

学校現場において、教職員が人間らしい働き方ができるための長時間労働是正が必要であり、そのための教

職員定数改善も欠かせません。

　義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き

下げられました。いくつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自財源による定数措置が行われて

いますが、地方自治体の財政を圧迫しています。国の施策として財源保障をし、子どもたちが全国どこに住

んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障するため

の条件整備は不可欠です。

　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育

行政を進めることができるようにするために、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

記

１　きめ細かな教育の実現のために少人数学級を推進すること

２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　　平成２９年９月２６日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆議院議長　　　大島　理森　殿

　　　　　　　参議院議長　　　伊達　忠一　殿

　　　　　　　内閣総理大臣　　安倍　晋三　殿

　　　　　　　財務大臣　　　　麻生　太郎　殿

　　　　　　　総務大臣　　　　野田　聖子　殿

　　　　　　　文部科学大臣　　林　　芳正　殿

意　見　書平成28年度一般会計決算・各会計決算・賛否討論

しもつま市議会だより５ 第２１２号 ４

　
　
　
　
　 

本
決
算
で
は
、
中
学

　
　
　
　
　
生
外
来
医
療
費
の
助
成

　
　
　
　
　
や
妊
産
婦
・
未
就
学
児

を
対
象
と
し
た
医
療
費
の
助
成
、
高

齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

及
び
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
事

業
の
継
続
な
ど
評
価
す
る
点
も
多
々

あ
る
が
、
市
税
等
納
税
義
務
者
の
う

ち
、
約
１
割
が
滞
納
者
と
な
っ
て
お

り
、
滞
納
者
へ
の
差
押
件
数
は
８
１

１
件
で
、
人
口
比
で
み
る
と
多
す
ぎ

る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
難
病
患
者

福
祉
手
当
も
年
額
３
万
円
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
ま
ま
で
、
福
祉
手
当
の
一

つ
で
あ
り
な
が
ら
、
市
税
等
の
滞
納

者
に
は
支
給
し
な
い
と
い
う
冷
た
い

条
件
が
付
い
て
お
り
、
支
給
額
と
条

件
を
元
に
戻
す
こ
と
を
求
め
る
と
と

も
に
、
少
子
高
齢
化
対
策
の
一
環
と

し
て
の
寝
た
き
り
老
人
等
福
祉
手
当

や
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
学
資
金
に

つ
い
て
も
元
の
月
額
４
千
円
に
戻
す

こ
と
を
求
め
て
反
対
討
論
と
す
る
。

　
　
　
　
　 

歳
入
の
根
幹
を
占
め

　
　
　
　
　
る
市
税
は
、
企
業
立
地

　
　
　
　
　
の
影
響
に
よ
る
固
定
資

産
税
や
軽
自
動
車
税
等
の
増
か
ら
、

市
税
全
体
で
は
前
年
比
０
・
３
％
増

と
な
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
過
去

最
大
の
市
税
収
入
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、普
通
交
付
税
は
、
合
併
算
定

替
の
段
階
的
縮
減
の
影
響
か
ら
、
前

年
度
と
比
べ
減
と
な
り
、
今
後
も
増

加
す
る
社
会
保
障
経
費
等
に
対
応
す

る
た
め
の
一
般
財
源
の
確
保
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
面
で
は
、
き
ず
な
メ
ー
ル
や

防
災
メ
ー
ル
配
信
事
業
、
平
成
31
年

度
開
催
の
国
民
体
育
大
会
に
む
け
た

柳
原
球
場
改
修
工
事
や
Ｐ
Ｒ
活
動
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
運
行
な

ど
、
市
民
の
利
便
性
向
上
と
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
は
、
下
妻
中
学
校
改
築
事
業

な
ど
の
大
規
模
事
業
の
財
源
と
し
て

借
入
れ
た
地
方
債
と
交
付
税
の
代
替

措
置
と
し
て
借
入
れ
た
臨
時
財
政
対

策
債
を
含
め
た
地
方
債
の
現
在
高

が
、
初
め
て
２
０
０
億
円
を
超
え
、

公
債
費
が
財
政
負
担
と
な
る
こ
と
か

ら
、
国
や
県
の
補
助
を
最
大
限
に
活

用
し
、
事
業
選
択
と
集
中
の
推
進
と

と
も
に
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
の

不
断
の
努
力
と
自
主
財
源
の
確
保
や

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
り
な
が

ら
、
住
民
福
祉
の
増
進
と
市
政
発
展

の
た
め
の
努
力
を
期
待
し
て
賛
成
討

論
と
す
る
。

賛  

否  

討  

論

平
成
28
年
度

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る

反 

対

賛 

成



砂
沼
南
岸
開
発
な
ど

に
よ
り
下
妻
市
へ
の

来
訪
者
が
増
加
し
て

い
る
が
、
そ
れ
を
市

の
活
性
化
に
ど
の
よ

う
に
繋
げ
る
の
か

【
一
括
方
式
】

中
山
政
博

　議
員

　
　
　
　
　
　
さ
ん
歩
の
駅
サ
ン
・

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ぬ
ま
が
オ
ー

　
　
　
　
　
プ
ン
し
、
駐
車
場
に
は

常
に
多
く
の
車
が
と
ま
っ
て
お
り
、

周
辺
地
域
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、
市

を
活
性
化
す
る
計
画
は
成
功
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
、
全
国
を

見
る
と
観
光
公
害
な
ど
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
、
来
訪
者
は
増
え
た
が
、

交
通
渋
滞
な
ど
に
よ
り
地
元
住
民
の

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、
し
か

も
商
店
街
の
売
り
上
げ
増
加
に
も
つ

な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
象
が
起

き
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
サ
ン
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ぬ
ま
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
他
の
施
設
を
含
め
、

寂
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
人

を
呼
び
込
み
、
経
済
効
果
の
発
生
と

市
民
生
活
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
慎
重
な
上
に
も
大
胆
な
施
策
の

展
開
が
必
要
と
の
思
い
か
ら
、
市
長

の
構
想
、
展
望
を
伺
う
。

　  

　
　
　  

　
さ
ん
歩
の
駅
サ
ン
・

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ぬ
ま
は
オ
ー

　
　
　
　
　
プ
ン
以
来
、
レ
ジ
通
過

者
が
３
万
５
千
人
を
超
え
、
中
心
市

街
地
に
お
い
て
、
新
た
な
人
の
流
れ

を
作
り
出
す
と
い
う
施
設
設
置
の
目

的
達
成
と
合
わ
せ
て
、
周
辺
道
路
整

備
や
シ
モ
ン
ち
ゃ
ん
バ
ス
、
貸
自
転

車
シ
モ
ン
ち
ゃ
り
の
利
用
に
よ
り
人

の
流
れ
が
大
き
く
変
化
し
、
に
ぎ
わ

い
創
出
に
大
き
な
成
果
を
得
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
道
路
の

混
雑
が
発
生
し
つ
つ
あ
り
、
交
通
事

故
の
誘
発
や
近
隣
商
店
へ
の
影
響
な

ど
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
下
妻

警
察
署
な
ど
関
係
機
関
へ
信
号
機
の

設
置
を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

子
ど
も
た
ち
に
も
歩
行
者
に
も
安

心
・
安
全
な
市
街
地
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
消
費
拡
大
に
繋
げ
る
事
業

と
し
て
、
商
工
会
を
中
心
と
し
た
実

行
委
員
会
主
催
の
「
軽
ト
ラ
市
」
の

開
催
や
商
工
会
女
性
部
の
高
齢
者
等

の
買
い
物
を
手
助
け
す
る
新
事
業
の

計
画
な
ど
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
が
生
ま
れ
る
施
策
も
実
施
し
て
い

る
。
商
工
会
や
地
元
商
店
街
等
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
地
元
商
店
に
さ

ら
な
る
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
施
策

を
実
施
し
、
砂
沼
及
び
中
心
市
街
地

へ
の
誘
客
並
び
に
地
域
振
興
に
努
力

し
て
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の

赤
字
と
今
後
の
方
針

及
び
県
の
施
設
と
し

て
通
年
利
用
型
施
設

整
備
に
つ
い
て【

一
括
方
式
】

岡
田
正
美

　議
員

　
　
　
　
　
　
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ

　
　
　
　
　
は
、
無
償
譲
渡
を
受

　
　
　
　
　
け
て
３
年
な
い
し
５

年
で
市
で
の
運
営
を
や
め
る
話
で
あ

っ
た
は
ず
で
、
当
初
か
ら
の
５
年
間

通
算
で
黒
字
経
営
だ
っ
た
が
そ
の
後

は
赤
字
体
質
で
、
今
年
も
単
年
度
収

支
で
は
多
額
の
赤
字
が
予
想
さ
れ

る
。
現
在
ま
で
の
よ
う
に
１
年
ご
と

に
や
る
や
ら
な
い
を
判
断
す
る
の
は

無
計
画
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

の
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
無
償
譲
渡
さ
れ
た
の
は
施

設
だ
け
で
、
土
地
は
茨
城
県
の
都
市

公
園
の
敷
地
で
あ
る
。
県
で
は
市
が

先
延
ば
し
で
決
断
し
な
い
か
ら
、
次

の
施
設
に
つ
い
て
の
計
画
を
立
て
よ

う
が
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
広
域

公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
充
実
の
た

め
に
、
県
事
業
と
し
て
の
通
年
利
用

型
施
設
が
で
き
る
よ
う
に
尽
力
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
考
え
る
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
茨
城
県
開
発
公
社
が

　
　
　
　
　
無
償
譲
渡
前
に
３
カ
年

　
　
　
　
　
分
の
修
繕
工
事
を
実
施

し
た
こ
と
や
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
当
初
か
ら
の
５
年
間
は
通
算

で
黒
字
と
な
り
、
繰
越
金
を
原
資
と

し
て
計
画
的
に
３
度
の
大
規
模
修
繕

を
行
い
、
今
年
度
ま
で
運
営
期
間
を

延
長
し
て
き
た
。
本
年
度
は
、
記
録

的
な
日
照
不
足
、
特
に
書
き
入
れ
時

で
あ
る
お
盆
中
を
含
ん
だ
天
候
不
順

等
の
影
響
に
よ
り
昨
年
度
を
上
回
る

赤
字
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
検
討
、
そ
し
て
決
断
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
廃
止
後

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
度
に
下
妻
市
長
か
ら
茨
城
県
知
事

に
対
し
、
地
域
住
民
の
利
活
用
が
図

ら
れ
る
よ
う
で
き
る
だ
け
早
急
に
検

討
を
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
。
平
成
23
、

24
年
度
に
県
の
関
係
機
関
と
協
議
を

重
ね
、
毎
年
担
当
課
に
お
い
て
は
関

係
機
関
と
密
接
に
連
絡
を
取
り
合
っ

て
お
り
、
今
後
運
営
の
終
了
時
期
に

合
わ
せ
て
改
め
て
協
議
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ

は
、
観
光
資
源
と
し
て
役
割
が
大
き

い
施
設
で
は
あ
る
が
、
大
規
模
修
繕

等
に
多
額
の
予
算
が
必
要
な
老
朽
施

設
で
も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
慎
重

に
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
今
後
の
運
営
を
決
断
す
る
と
と

も
に
、
通
年
利
用
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
茨
城
県
と
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

文
部
科
学
省
が
実
施

し
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
実
施

に
よ
る
本
市
の
結
果

と
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
に
つ
い
て【

一
括
方
式
】

原
部

　司

　議
員

　
　
　
　
　
　
国
で
は
本
年
度
も
小

　
　
　
　
　
学
６
年
生
と
中
学
３
年

　
　
　
　
　
生
の
全
員
を
対
象
と
し

た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
実

施
し
た
。
茨
城
県
は
、
８
分
野
全
て

に
お
い
て
正
答
率
は
全
国
平
均
を
上

回
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
市

の
結
果
と
今
後
の
教
育
指
導
に
つ
い

て
伺
う
。

　
ま
た
、
文
部
科
学
省
で
は
過
度
な

競
争
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
市
町
村

別
、
学
校
別
成
績
の
公
表
を
禁
じ
て

き
た
が
、
14
年
度
か
ら
は
各
教
育
委

員
会
の
判
断
に
よ
り
公
表
可
能
と
な

っ
た
。
本
市
で
の
考
え
方
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　
　  

こ
の
調
査
は
、
全
国

　
　
　
　
　
的
な
児
童
生
徒
の
学
力

　
　
　
　
　
や
学
習
状
況
を
把
握
・

分
析
し
、
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題

を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
目
的

で
毎
年
４
月
に
実
施
し
て
い
る
。
小

学
６
年
生
は
国
語
と
算
数
、
中
学
３

年
生
は
国
語
と
数
学
に
お
い
て
、
知

識
に
関
す
る
問
題
と
活
用
に
関
す
る

問
題
の
小
・
中
合
わ
せ
た
８
分
野
の

教
科
調
査
と
、
さ
ら
に
、
学
習
意
欲

や
学
習
方
法
、
学
習
環
境
、
生
活
の
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地域経済への波及効果を期待される軽トラ市

計画的な運営が期待されている砂沼サンビーチ

調査結果を活用し子ども達の
学習意欲向上につなげている

１  

中
山
　
政
博
　
議
員

　
１
　
砂
沼
南
岸
開
発
な
ど
に
よ

　
　
　
り
下
妻
市
へ
の
来
訪
者
が

　
　
　
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ

　
　
　
を
市
の
活
性
化
に
ど
の
よ

　
　
　
う
に
繋
げ
る
の
か

２
　
岡
田
　
正
美
　
議
員

　
１
　
自
治
区
長
の
労
に
報
い
る

　
　
　
な
ど
の
施
策
や
市
政
の
円

　
　
　
滑
な
運
営
を
さ
ら
に
充
実

　
　
　
発
展
で
き
る
施
策
等
に
つ

　
　
　
い
て

　
２
　
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の
赤
字

　
　
　
と
今
後
の
方
針
及
び
県
の

　
　
　
施
設
と
し
て
通
年
利
用
型

　
　
　
施
設
整
備
に
つ
い
て

３
　
原
部
　
司
　
議
員

　
１
　
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た

　
　
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

　
　
　
査
の
実
施
に
よ
る
本
市
の

　
　
　
結
果
と
こ
れ
か
ら
の
取
り

　
　
　
組
み
に
つ
い
て

４
　
平
井
　
誠
　
議
員

　
１  

低
所
得
の
高
齢
者
も
安
心

　
　
　
し
て
利
用
で
き
る
介
護
保

　
　
　
険
制
度
を
求
め
ま
す

　
２
　
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に

　
　
　
つ
い
て

　
３
　
通
学
路
の
こ
ま
め
な
点
検
、

　
　
　
改
修
等
で
通
学
路
と
登
下

　
　
　
校
時
の
安
全
を
守
れ
る
よ

　
　
　
う
に

　
４
　「
シ
モ
ン
ち
ゃ
ん
バ
ス
」の

　
　
　
拡
充
に
つ
い
て

５
　
矢
島
　
博
明
　
議
員

　
１
　
特
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
化
に
つ
い
て

６
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
引
き
こ
も
り
支
援
の
た
め

　
　
　
の
民
間
組
織
と
の
連
携
に

　
　
　
つ
い
て

　
２
　
学
校
現
場
に
お
け
る
多
忙

　
　
　
化
の
解
消
に
つ
い
て

７
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　
観
光
情
報
発
信
力
強
化
と
、

　
　
　
集
客
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の

　
　
　
神
社
寺
院
施
設
と
の
連
携

　
　
　
に
つ
い
て

８
　
程
塚
　
裕
行
　
議
員

　
１
　
健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て

９
　
菊
池
　
博
　
議
員

　
１
　
テ
イ
セ
ン
産
業
工
場
跡
地

　
　
　
利
用
に
つ
い
て

　
２
　（
株
）ふ
れ
あ
い
下
妻
に
つ

　
　
　
い
て

　
３
　
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

　
　
　
画
に
つ
い
て

　
４
　
持
続
可
能
な
下
妻
市
に
向

　
　
　
け
て

平
成
二
十
九
年
第
三
回
定
例
会

　今
定
例
会
で
は
、９
名
の
議
員
か
ら

市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 

一　般　質　問一　般　質　問
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砂
沼
南
岸
開
発
な
ど

に
よ
り
下
妻
市
へ
の

来
訪
者
が
増
加
し
て

い
る
が
、
そ
れ
を
市

の
活
性
化
に
ど
の
よ

う
に
繋
げ
る
の
か

【
一
括
方
式
】

中
山
政
博

　議
員

　
　
　
　
　
　
さ
ん
歩
の
駅
サ
ン
・

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ぬ
ま
が
オ
ー

　
　
　
　
　
プ
ン
し
、
駐
車
場
に
は

常
に
多
く
の
車
が
と
ま
っ
て
お
り
、

周
辺
地
域
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、
市

を
活
性
化
す
る
計
画
は
成
功
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
、
全
国
を

見
る
と
観
光
公
害
な
ど
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
、
来
訪
者
は
増
え
た
が
、

交
通
渋
滞
な
ど
に
よ
り
地
元
住
民
の

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
、
し
か

も
商
店
街
の
売
り
上
げ
増
加
に
も
つ

な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
象
が
起

き
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
サ
ン
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ぬ
ま
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
他
の
施
設
を
含
め
、

寂
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
人

を
呼
び
込
み
、
経
済
効
果
の
発
生
と

市
民
生
活
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
慎
重
な
上
に
も
大
胆
な
施
策
の

展
開
が
必
要
と
の
思
い
か
ら
、
市
長

の
構
想
、
展
望
を
伺
う
。

　  

　
　
　  

　
さ
ん
歩
の
駅
サ
ン
・

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ぬ
ま
は
オ
ー

　
　
　
　
　
プ
ン
以
来
、
レ
ジ
通
過

者
が
３
万
５
千
人
を
超
え
、
中
心
市

街
地
に
お
い
て
、
新
た
な
人
の
流
れ

を
作
り
出
す
と
い
う
施
設
設
置
の
目

的
達
成
と
合
わ
せ
て
、
周
辺
道
路
整

備
や
シ
モ
ン
ち
ゃ
ん
バ
ス
、
貸
自
転

車
シ
モ
ン
ち
ゃ
り
の
利
用
に
よ
り
人

の
流
れ
が
大
き
く
変
化
し
、
に
ぎ
わ

い
創
出
に
大
き
な
成
果
を
得
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
道
路
の

混
雑
が
発
生
し
つ
つ
あ
り
、
交
通
事

故
の
誘
発
や
近
隣
商
店
へ
の
影
響
な

ど
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
下
妻

警
察
署
な
ど
関
係
機
関
へ
信
号
機
の

設
置
を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

子
ど
も
た
ち
に
も
歩
行
者
に
も
安

心
・
安
全
な
市
街
地
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
消
費
拡
大
に
繋
げ
る
事
業

と
し
て
、
商
工
会
を
中
心
と
し
た
実

行
委
員
会
主
催
の
「
軽
ト
ラ
市
」
の

開
催
や
商
工
会
女
性
部
の
高
齢
者
等

の
買
い
物
を
手
助
け
す
る
新
事
業
の

計
画
な
ど
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
が
生
ま
れ
る
施
策
も
実
施
し
て
い

る
。
商
工
会
や
地
元
商
店
街
等
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
地
元
商
店
に
さ

ら
な
る
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
施
策

を
実
施
し
、
砂
沼
及
び
中
心
市
街
地

へ
の
誘
客
並
び
に
地
域
振
興
に
努
力

し
て
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
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砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の

赤
字
と
今
後
の
方
針

及
び
県
の
施
設
と
し

て
通
年
利
用
型
施
設

整
備
に
つ
い
て【

一
括
方
式
】

岡
田
正
美

　議
員

　
　
　
　
　
　
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ

　
　
　
　
　
は
、
無
償
譲
渡
を
受

　
　
　
　
　
け
て
３
年
な
い
し
５

年
で
市
で
の
運
営
を
や
め
る
話
で
あ

っ
た
は
ず
で
、
当
初
か
ら
の
５
年
間

通
算
で
黒
字
経
営
だ
っ
た
が
そ
の
後

は
赤
字
体
質
で
、
今
年
も
単
年
度
収

支
で
は
多
額
の
赤
字
が
予
想
さ
れ

る
。
現
在
ま
で
の
よ
う
に
１
年
ご
と

に
や
る
や
ら
な
い
を
判
断
す
る
の
は

無
計
画
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

の
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
無
償
譲
渡
さ
れ
た
の
は
施

設
だ
け
で
、
土
地
は
茨
城
県
の
都
市

公
園
の
敷
地
で
あ
る
。
県
で
は
市
が

先
延
ば
し
で
決
断
し
な
い
か
ら
、
次

の
施
設
に
つ
い
て
の
計
画
を
立
て
よ

う
が
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
広
域

公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
充
実
の
た

め
に
、
県
事
業
と
し
て
の
通
年
利
用

型
施
設
が
で
き
る
よ
う
に
尽
力
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
考
え
る
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
茨
城
県
開
発
公
社
が

　
　
　
　
　
無
償
譲
渡
前
に
３
カ
年

　
　
　
　
　
分
の
修
繕
工
事
を
実
施

し
た
こ
と
や
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
当
初
か
ら
の
５
年
間
は
通
算

で
黒
字
と
な
り
、
繰
越
金
を
原
資
と

し
て
計
画
的
に
３
度
の
大
規
模
修
繕

を
行
い
、
今
年
度
ま
で
運
営
期
間
を

延
長
し
て
き
た
。
本
年
度
は
、
記
録

的
な
日
照
不
足
、
特
に
書
き
入
れ
時

で
あ
る
お
盆
中
を
含
ん
だ
天
候
不
順

等
の
影
響
に
よ
り
昨
年
度
を
上
回
る

赤
字
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
検
討
、
そ
し
て
決
断
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
廃
止
後

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
度
に
下
妻
市
長
か
ら
茨
城
県
知
事

に
対
し
、
地
域
住
民
の
利
活
用
が
図

ら
れ
る
よ
う
で
き
る
だ
け
早
急
に
検

討
を
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
。
平
成
23
、

24
年
度
に
県
の
関
係
機
関
と
協
議
を

重
ね
、
毎
年
担
当
課
に
お
い
て
は
関

係
機
関
と
密
接
に
連
絡
を
取
り
合
っ

て
お
り
、
今
後
運
営
の
終
了
時
期
に

合
わ
せ
て
改
め
て
協
議
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ

は
、
観
光
資
源
と
し
て
役
割
が
大
き

い
施
設
で
は
あ
る
が
、
大
規
模
修
繕

等
に
多
額
の
予
算
が
必
要
な
老
朽
施

設
で
も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
慎
重

に
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
今
後
の
運
営
を
決
断
す
る
と
と

も
に
、
通
年
利
用
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
茨
城
県
と
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

文
部
科
学
省
が
実
施

し
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
実
施

に
よ
る
本
市
の
結
果

と
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
に
つ
い
て【

一
括
方
式
】

原
部

　司

　議
員

　
　
　
　
　
　
国
で
は
本
年
度
も
小

　
　
　
　
　
学
６
年
生
と
中
学
３
年

　
　
　
　
　
生
の
全
員
を
対
象
と
し

た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
実

施
し
た
。
茨
城
県
は
、
８
分
野
全
て

に
お
い
て
正
答
率
は
全
国
平
均
を
上

回
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
市

の
結
果
と
今
後
の
教
育
指
導
に
つ
い

て
伺
う
。

　
ま
た
、
文
部
科
学
省
で
は
過
度
な

競
争
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
市
町
村

別
、
学
校
別
成
績
の
公
表
を
禁
じ
て

き
た
が
、
14
年
度
か
ら
は
各
教
育
委

員
会
の
判
断
に
よ
り
公
表
可
能
と
な

っ
た
。
本
市
で
の
考
え
方
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　
　  

こ
の
調
査
は
、
全
国

　
　
　
　
　
的
な
児
童
生
徒
の
学
力

　
　
　
　
　
や
学
習
状
況
を
把
握
・

分
析
し
、
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題

を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
目
的

で
毎
年
４
月
に
実
施
し
て
い
る
。
小

学
６
年
生
は
国
語
と
算
数
、
中
学
３

年
生
は
国
語
と
数
学
に
お
い
て
、
知

識
に
関
す
る
問
題
と
活
用
に
関
す
る

問
題
の
小
・
中
合
わ
せ
た
８
分
野
の

教
科
調
査
と
、
さ
ら
に
、
学
習
意
欲

や
学
習
方
法
、
学
習
環
境
、
生
活
の

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

地域経済への波及効果を期待される軽トラ市

計画的な運営が期待されている砂沼サンビーチ

調査結果を活用し子ども達の
学習意欲向上につなげている

１  

中
山
　
政
博
　
議
員

　
１
　
砂
沼
南
岸
開
発
な
ど
に
よ

　
　
　
り
下
妻
市
へ
の
来
訪
者
が

　
　
　
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ

　
　
　
を
市
の
活
性
化
に
ど
の
よ

　
　
　
う
に
繋
げ
る
の
か

２
　
岡
田
　
正
美
　
議
員

　
１
　
自
治
区
長
の
労
に
報
い
る

　
　
　
な
ど
の
施
策
や
市
政
の
円

　
　
　
滑
な
運
営
を
さ
ら
に
充
実

　
　
　
発
展
で
き
る
施
策
等
に
つ

　
　
　
い
て

　
２
　
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の
赤
字

　
　
　
と
今
後
の
方
針
及
び
県
の

　
　
　
施
設
と
し
て
通
年
利
用
型

　
　
　
施
設
整
備
に
つ
い
て

３
　
原
部
　
司
　
議
員

　
１
　
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た

　
　
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

　
　
　
査
の
実
施
に
よ
る
本
市
の

　
　
　
結
果
と
こ
れ
か
ら
の
取
り

　
　
　
組
み
に
つ
い
て

４
　
平
井
　
誠
　
議
員

　
１  

低
所
得
の
高
齢
者
も
安
心

　
　
　
し
て
利
用
で
き
る
介
護
保

　
　
　
険
制
度
を
求
め
ま
す

　
２
　
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に

　
　
　
つ
い
て

　
３
　
通
学
路
の
こ
ま
め
な
点
検
、

　
　
　
改
修
等
で
通
学
路
と
登
下

　
　
　
校
時
の
安
全
を
守
れ
る
よ

　
　
　
う
に

　
４
　「
シ
モ
ン
ち
ゃ
ん
バ
ス
」の

　
　
　
拡
充
に
つ
い
て

５
　
矢
島
　
博
明
　
議
員

　
１
　
特
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
化
に
つ
い
て

６
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
引
き
こ
も
り
支
援
の
た
め

　
　
　
の
民
間
組
織
と
の
連
携
に

　
　
　
つ
い
て

　
２
　
学
校
現
場
に
お
け
る
多
忙

　
　
　
化
の
解
消
に
つ
い
て

７
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　
観
光
情
報
発
信
力
強
化
と
、

　
　
　
集
客
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の

　
　
　
神
社
寺
院
施
設
と
の
連
携

　
　
　
に
つ
い
て

８
　
程
塚
　
裕
行
　
議
員

　
１
　
健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て

９
　
菊
池
　
博
　
議
員

　
１
　
テ
イ
セ
ン
産
業
工
場
跡
地

　
　
　
利
用
に
つ
い
て

　
２
　（
株
）ふ
れ
あ
い
下
妻
に
つ

　
　
　
い
て

　
３
　
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

　
　
　
画
に
つ
い
て

　
４
　
持
続
可
能
な
下
妻
市
に
向

　
　
　
け
て

平
成
二
十
九
年
第
三
回
定
例
会

　今
定
例
会
で
は
、９
名
の
議
員
か
ら

市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 

一　般　質　問一　般　質　問

しもつま市議会だより７ 第２１２号 ６



低
所
得
の
高
齢
者
も

安
心
し
て
利
用
で
き

る
介
護
保
険
制
度
を

求
め
ま
す

【
一
括
方
式
】

平
井

　誠

　議
員

　
　
　
　
　
　
茨
城
県
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　
の
資
料（
平
成
27
年
度
）

　
　
　
　
　
で
は
、
茨
城
県
内
44
市

町
村
の
う
ち
、
介
護
保
険
料
の
滞
納

処
分
を
実
施
し
た
の
は
、
16
市
町
村

で
あ
る
。
県
西
地
区
内
で
は
下
妻
市

以
外
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
高
齢
者

の
命
と
生
活
を
守
れ
る
よ
う
、
県
西

の
近
隣
９
市
町
や
つ
く
ば
市
の
よ
う

に
介
護
保
険
料
滞
納
者
に
対
し
、
滞

納
処
分
を
や
め
る
よ
う
求
め
る
と
と

も
に
、
介
護
保
険
制
度
か
ら
低
所
得

者
や
無
年
金
者
が
排
除
さ
れ
な
い
よ

う
、
下
妻
市
独
自
の
現
行
の
介
護
保

険
料
減
免
制
度
の
条
件
緩
和
を
求
め

る
。
さ
ら
に
、
３
年
ご
と
に
見
直
し

さ
れ
る
介
護
保
険
料
が
低
所
得
者
、

無
年
金
者
で
も
払
え
る
よ
う
に
し
、

誰
も
が
利
用
で
き
る
制
度
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
問
う
。

　
　
　
　
　
　
県
内
に
お
い
て
介
護

　
　
　
　
　
保
険
料
の
滞
納
処
分
が

　
　
　
　
　
平
成
27
年
度
に
未
実
施

で
あ
っ
た
28
市
町
に
つ
い
て
、
本
年

度
か
ら
差
押
開
始
が
４
市
、
検
討
中

が
５
市
町
あ
り
、
増
加
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
納
期
限

を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
、
他

の
市
税
等
と
同
様
に
、
督
促
、
催

告
、
差
押
予
告
等
の
通
知
を
行
い
、

滞
納
が
続
い
た
場
合
に
は
、
国
税
徴

収
法
に
準
じ
て
生
活
の
実
態
調
査
や

財
産
調
査
な
ど
を
行
い
、
高
額
の
預

金
が
あ
る
な
ど
、
資
力
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
滞
納
し
て
い
る
場
合
に

差
押
を
実
施
し
て
い
る
。
介
護
保
険

料
と
い
う
理
由
だ
け
で
滞
納
処
分
を

実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
納
期

限
内
に
納
付
し
て
い
る
方
と
の
公
平

性
が
問
わ
れ
、
滞
納
を
な
く
す
取
組

み
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
保
険
料
の
減
免
基
準

と
し
て
、
収
入
の
み
で
一
律
に
負
担

減
免
を
行
わ
ず
、
個
々
の
具
体
的
な

状
況
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
お
り
、

今
後
も
現
行
基
準
で
の
対
応
を
考
え

て
い
る
。

　
本
市
の
介
護
保
険
料
は
、
国
が
原

則
と
し
て
い
る
９
段
階
の
所
得
段
階

に
対
し
て
、
12
段
階
へ
の
弾
力
化
を

通
じ
、
保
険
料
上
昇
の
緩
和
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
措
置
は
低
所
得
者
の

保
険
料
負
担
の
軽
減
に
も
繋
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
地
域
の
実
情
の
応
じ
て
順
次
準
備

を
進
め
て
お
り
、
本
市
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
状
況
、
実
績
な
ど
か
ら
高
齢

者
の
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

制
度
と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
、

高
齢
者
福
祉
や
介
護
保
険
事
業
の
推

進
に
努
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

観
光
情
報
発
信
力
強

化
と
、
集
客
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
の
神
社
寺

院
施
設
と
の
連
携
に

つ
い
て

【
一
問
一
答
方
式
】

塚
越

　節

　議
員

　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
型
主
体
の

　
　
　
　
　
観
光
行
政
の
一
方
で
リ

　
　
　
　
　
ピ
ー
タ
ー
確
保
を
理
想

と
す
る
通
年
の
観
光
誘
致
が
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
。
歴
史
的
遺
産
と
し

て
神
社
、
寺
院
等
を
周
遊
型
観
光
の

ス
ポ
ッ
ト
と
し
た
場
合
に
は
、
緊
密

な
連
携
が
必
要
と
思
う
が
、
本
市
の

考
え
を
問
う
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
９
月
議
会
で
取

り
上
げ
た
、
国
道
１
２
５
号
今
泉
入

口
交
差
点
並
び
に
県
道
谷
和
原
筑
西

線
、
旧
東
部
中
入
口
交
差
点
の
名
称

変
更
の
進
捗
状
況
と
観
光
行
政
の
視

点
か
ら
み
る
問
題
点
と
課
題
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　
　
　  

　
本
市
に
は
歴
史
的
、

　
　
　
　
　
自
然
的
観
光
資
源
が

　
　
　
　
　
多
く
存
在
し
、サ
ン
・

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

特
産
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
い
て

【
一
括
方
式
】

矢
島
博
明

　議
員

　
　
　
　
　
　
梨
の
輸
出
は
他
自
治

　
　
　
　
　
体
に
先
駆
け
て
下
妻
市

　
　
　
　
　
が
取
り
組
み
、
非
常
に

好
評
で
あ
る
と
の
報
道
、
報
告
を
受

け
て
い
る
が
、
今
ま
で
の
実
績
と
経

験
を
通
し
て
み
た
と
き
に
、
生
産
者

に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
梨
農

家
の
現
状
と
将
来
的
な
展
望
を
輸
出

以
外
の
部
分
で
伺
う
。
ま
た
、
完
熟

梨
な
ど
の
下
妻
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い

て
も
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
下
妻
梨
の
輸
出
は
、

　
　
　
　
　
平
成
25
年
度
よ
り
下
妻

　
　
　
　
　
市
果
樹
組
合
連
合
会
の

若
手
有
志
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
活
動
の
一
環
と
し
て
開

始
し
、
こ
の
活
動
に
触
発
さ
れ
た
下

妻
市
果
樹
組
合
連
合
会
並
び
に
Ｊ
Ａ

常
総
ひ
か
り
及
び
下
妻
市
が
三
位
一

体
と
な
り
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

海
外
で
は
既
存
の
評
価
に
と
ら
わ
れ

ず
、
良
い
も
の
を
生
産
す
れ
ば
純
粋

に
高
い
評
価
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
生

産
者
の
意
欲
の
向
上
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
梨
の
品
質
向
上
を
目
的

に
選
果
ラ
イ
ン
へ
の
光
セ
ン
サ
ー
導

入
に
よ
り
、
国
内
外
で
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
増
え
、
生

産
者
の
や
り
が
い
が
一
層
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
全
体
的
な
生
産
量
は
減
少
傾
向

で
は
あ
る
が
、
売
上
金
額
は
毎
年
上

昇
し
て
お
り
、
輸
出
と
合
わ
せ
て
梨

生
産
者
の
所
得
向
上
に
繋
が
っ
て
い

る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
輸
出
国

が
提
示
し
て
く
る
基
準
を
満
た
す
こ

と
が
必
須
と
な
り
、
煩
雑
な
部
分
が

あ
る
が
、
特
に
目
立
っ
た
デ
メ
リ
ッ

ト
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
梨
農
家
の
現
状
と
し
て
、
ほ
か
の

農
産
物
と
同
様
に
、
園
芸
農
家
の
高

齢
化
と
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
課
題

で
あ
る
。
下
妻
梨
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守

る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
、
園
芸
産
地

改
革
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
た

多
目
的
防
災
網
の
普
及
や
産
地
改
革

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金
を
利
用
し

た
研
修
事
業
な
ど
、
生
産
者
意
欲
の

向
上
と
課
題
解
決
に
向
け
た
事
業
展

開
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
下
妻
梨
か
ら
の
発
生
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
下
妻
完
熟
梨
、
プ
レ

ミ
ア
ム
梨
や
貯
蔵
梨
な
ど
が
展
開
さ

れ
、
メ
ロ
ン
の
輸
出
な
ど
、
ほ
か
の

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
繋
が
っ

て
来
て
い
る
。
今
後
も
生
産
者
の
所

得
控
除
や
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
践
よ
り
新

た
な
農
産
物
の
販
売
、
下
妻
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
が
図
ら
れ
る

よ
う
努
め
る
も
の
で
あ
る
。
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学
校
現
場
に
お
け

る
多
忙
化
の
解
消

に
つ
い
て【

一
問
一
答
方
式
】

斯
波
元
気

　議
員

　
　
　
　
　
　
日
本
教
職
員
組
合
の

　
　
　
　
　
実
態
調
査
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
の
定
め
る
、

い
わ
ゆ
る
過
労
死
ラ
イ
ン
に
当
た
る

月
80
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
を
し

て
い
る
と
回
答
し
た
中
学
校
教
諭
は

86
・
９
％
、
小
学
校
教
諭
は
72
・
９
％

で
、
学
校
現
場
に
お
け
る
多
忙
化
に

対
す
る
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
本
市
の
実
態
と
、
改
善
の
必
要

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

　
ま
た
、
負
担
軽
減
の
施
策
と
し

て
、自
治
体
一
斉
の
ノ
ー
残
業
デ
ー
、

ノ
ー
部
活
デ
ー
の
実
施
、
長
期
休
業

中
の
学
校
閉
庁
日
の
設
定
、
調
査
・

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
業
務
削
減
、
少
人

数
学
級
の
実
現
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　  

文
部
科
学
省
の
平
成

　
　
　
　
　
29
年
４
月
の
教
員
勤
務

　
　
　
　
　
実
態
調
査
と
同
時
期
に

お
け
る
本
市
教
員
の
月
あ
た
り
の
時

間
外
の
現
状
は
、
小
学
校
教
員
が
65

時
間
、
中
学
校
教
員
が
71
時
間
20
分

で
、
月
80
時
間
を
下
回
る
結
果
で
あ

る
が
、
多
く
の
教
員
は
勤
務
時
間
外

に
授
業
準
備
や
事
務
作
業
、
部
活
動

指
導
に
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。
そ

の
時
間
は
各
個
人
の
裁
量
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
学
校
教
育

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
員
が

児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ

る
。
教
員
の
勤
務
環
境
の
改
善
は
組

織
的
な
学
校
運
営
の
推
進
が
必
要
で

あ
り
、
勤
務
負
担
が
過
重
に
な
っ
て

い
る
教
員
に
つ
い
て
は
、
校
務
分
掌

な
ど
で
勤
務
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施
は
、
各
学

校
で
定
時
退
勤
日
の
設
定
な
ど
時
間

管
理
の
徹
底
を
行
っ
て
お
り
、
以
前

か
ら
月
曜
日
を
ノ
ー
部
活
デ
ー
と
し

て
い
る
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

は
、
練
習
の
あ
り
方
の
統
一
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
、
今

年
度
よ
り
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
、

夏
休
み
期
間
中
で
お
盆
期
間
の
４
日

間
に
つ
い
て
、
日
直
勤
務
を
廃
止

し
、
学
校
閉
庁
日
と
し
た
と
こ
ろ
好

評
で
あ
っ
た
。
来
年
度
も
継
続
し
、

休
暇
取
得
の
推
進
と
教
員
の
心
身
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
次
に
、
学
校

へ
の
調
査
等
は
、
教
育
委
員
会
で
整

理
統
合
し
、
文
書
の
簡
素
化
・
省
略

化
に
努
め
、
学
校
へ
の
作
品
募
集
等

が
過
度
に
集
中
し
な
い
よ
う
関
係
諸

団
体
と
意
見
交
換
し
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
最
後
に
、
少

人
数
学
級
の
実
現
に
つ
い
て
、
少
人

数
指
導
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、
本
市

独
自
に
加
配
教
員
と
し
て
市
内
小
中

学
校
に
11
名
の
非
常
勤
講
師
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
指
導
員

や
学
校
安
全
環
境
整
備
員
を
配
置

し
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
の

人
的
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。
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誰もが安心して利用できる介護保険制度が求められている部活動のあり方など教員の勤務環境の改善が求められている

ベトナムでの梨のトップセールスの様子

一　般　質　問

しもつま市議会だより９ 第２１２号 ８

一　般　質　問

様
子
等
に
関
す
る
学
習
状
況
調
査
を

児
童
、
生
徒
、
学
校
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

  

本
市
で
は
、
小
学
校
国
語
、
算
数

で
知
識
に
関
す
る
問
題
、
活
用
に
関

す
る
問
題
の
全
て
で
、
全
国
・
県
平

均
を
大
き
く
上
回
り
、
県
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、
中
学

校
で
は
全
国
平
均
を
残
念
な
が
ら
下

回
り
、
多
く
の
課
題
が
見
ら
れ
た
。

今
後
の
教
育
指
導
の
課
題
と
し
て
、

主
な
も
の
は
、
教
員
の
さ
ら
な
る
授

業
力
の
向
上
で
、
本
年
度
、
県
の
学

力
向
上
推
進
事
業
の
数
学
科
に
お
い

て
重
点
校
の
指
定
を
受
け
た
下
妻
中

学
校
を
拠
点
と
し
、
市
内
全
数
学
科

担
当
教
員
が
集
結
し
、
文
部
科
学
省

の
調
査
官
と
と
も
に
授
業
づ
く
り
に

取
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
教
員
研
修
の
充
実
と
学
習
状
況

調
査
を
活
用
し
た
家
庭
と
の
連
携
の

推
進
も
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
全
国
調
査
は
、
特
定
の
学
年

を
対
象
に
特
定
の
教
科
で
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
調
査
で
測
定
で
き
る

の
は
、
あ
る
意
味
で
は
学
力
の
一
部

分
で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活

動
の
一
側
面
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
学
校
の
序
列
化
に
つ
な
が
る
公

表
は
せ
ず
に
、
保
護
者
に
は
学
習
結

果
を
伝
え
、
各
校
の
優
れ
て
い
る
点

と
改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て
積
極
的

に
情
報
発
信
し
、
家
庭
と
連
携
し
て

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
学
習
意
欲

に
つ
な
が
る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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低
所
得
の
高
齢
者
も

安
心
し
て
利
用
で
き

る
介
護
保
険
制
度
を

求
め
ま
す

【
一
括
方
式
】

平
井

　誠

　議
員

　
　
　
　
　
　
茨
城
県
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　
の
資
料（
平
成
27
年
度
）

　
　
　
　
　
で
は
、
茨
城
県
内
44
市

町
村
の
う
ち
、
介
護
保
険
料
の
滞
納

処
分
を
実
施
し
た
の
は
、
16
市
町
村

で
あ
る
。
県
西
地
区
内
で
は
下
妻
市

以
外
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
高
齢
者

の
命
と
生
活
を
守
れ
る
よ
う
、
県
西

の
近
隣
９
市
町
や
つ
く
ば
市
の
よ
う

に
介
護
保
険
料
滞
納
者
に
対
し
、
滞

納
処
分
を
や
め
る
よ
う
求
め
る
と
と

も
に
、
介
護
保
険
制
度
か
ら
低
所
得

者
や
無
年
金
者
が
排
除
さ
れ
な
い
よ

う
、
下
妻
市
独
自
の
現
行
の
介
護
保

険
料
減
免
制
度
の
条
件
緩
和
を
求
め

る
。
さ
ら
に
、
３
年
ご
と
に
見
直
し

さ
れ
る
介
護
保
険
料
が
低
所
得
者
、

無
年
金
者
で
も
払
え
る
よ
う
に
し
、

誰
も
が
利
用
で
き
る
制
度
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
問
う
。

　
　
　
　
　
　
県
内
に
お
い
て
介
護

　
　
　
　
　
保
険
料
の
滞
納
処
分
が

　
　
　
　
　
平
成
27
年
度
に
未
実
施

で
あ
っ
た
28
市
町
に
つ
い
て
、
本
年

度
か
ら
差
押
開
始
が
４
市
、
検
討
中

が
５
市
町
あ
り
、
増
加
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
納
期
限

を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
、
他

の
市
税
等
と
同
様
に
、
督
促
、
催

告
、
差
押
予
告
等
の
通
知
を
行
い
、

滞
納
が
続
い
た
場
合
に
は
、
国
税
徴

収
法
に
準
じ
て
生
活
の
実
態
調
査
や

財
産
調
査
な
ど
を
行
い
、
高
額
の
預

金
が
あ
る
な
ど
、
資
力
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
滞
納
し
て
い
る
場
合
に

差
押
を
実
施
し
て
い
る
。
介
護
保
険

料
と
い
う
理
由
だ
け
で
滞
納
処
分
を

実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
納
期

限
内
に
納
付
し
て
い
る
方
と
の
公
平

性
が
問
わ
れ
、
滞
納
を
な
く
す
取
組

み
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
保
険
料
の
減
免
基
準

と
し
て
、
収
入
の
み
で
一
律
に
負
担

減
免
を
行
わ
ず
、
個
々
の
具
体
的
な

状
況
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
お
り
、

今
後
も
現
行
基
準
で
の
対
応
を
考
え

て
い
る
。

　
本
市
の
介
護
保
険
料
は
、
国
が
原

則
と
し
て
い
る
９
段
階
の
所
得
段
階

に
対
し
て
、
12
段
階
へ
の
弾
力
化
を

通
じ
、
保
険
料
上
昇
の
緩
和
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
措
置
は
低
所
得
者
の

保
険
料
負
担
の
軽
減
に
も
繋
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
地
域
の
実
情
の
応
じ
て
順
次
準
備

を
進
め
て
お
り
、
本
市
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
状
況
、
実
績
な
ど
か
ら
高
齢

者
の
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

制
度
と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
、

高
齢
者
福
祉
や
介
護
保
険
事
業
の
推

進
に
努
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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質
問

観
光
情
報
発
信
力
強

化
と
、
集
客
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
の
神
社
寺

院
施
設
と
の
連
携
に

つ
い
て

【
一
問
一
答
方
式
】

塚
越

　節

　議
員

　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
型
主
体
の

　
　
　
　
　
観
光
行
政
の
一
方
で
リ

　
　
　
　
　
ピ
ー
タ
ー
確
保
を
理
想

と
す
る
通
年
の
観
光
誘
致
が
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
。
歴
史
的
遺
産
と
し

て
神
社
、
寺
院
等
を
周
遊
型
観
光
の

ス
ポ
ッ
ト
と
し
た
場
合
に
は
、
緊
密

な
連
携
が
必
要
と
思
う
が
、
本
市
の

考
え
を
問
う
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
９
月
議
会
で
取

り
上
げ
た
、
国
道
１
２
５
号
今
泉
入

口
交
差
点
並
び
に
県
道
谷
和
原
筑
西

線
、
旧
東
部
中
入
口
交
差
点
の
名
称

変
更
の
進
捗
状
況
と
観
光
行
政
の
視

点
か
ら
み
る
問
題
点
と
課
題
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　
　
　  

　
本
市
に
は
歴
史
的
、

　
　
　
　
　
自
然
的
観
光
資
源
が

　
　
　
　
　
多
く
存
在
し
、サ
ン
・
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質
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特
産
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
い
て

【
一
括
方
式
】

矢
島
博
明

　議
員

　
　
　
　
　
　
梨
の
輸
出
は
他
自
治

　
　
　
　
　
体
に
先
駆
け
て
下
妻
市

　
　
　
　
　
が
取
り
組
み
、
非
常
に

好
評
で
あ
る
と
の
報
道
、
報
告
を
受

け
て
い
る
が
、
今
ま
で
の
実
績
と
経

験
を
通
し
て
み
た
と
き
に
、
生
産
者

に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
梨
農

家
の
現
状
と
将
来
的
な
展
望
を
輸
出

以
外
の
部
分
で
伺
う
。
ま
た
、
完
熟

梨
な
ど
の
下
妻
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い

て
も
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
下
妻
梨
の
輸
出
は
、

　
　
　
　
　
平
成
25
年
度
よ
り
下
妻

　
　
　
　
　
市
果
樹
組
合
連
合
会
の

若
手
有
志
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
活
動
の
一
環
と
し
て
開

始
し
、
こ
の
活
動
に
触
発
さ
れ
た
下

妻
市
果
樹
組
合
連
合
会
並
び
に
Ｊ
Ａ

常
総
ひ
か
り
及
び
下
妻
市
が
三
位
一

体
と
な
り
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

海
外
で
は
既
存
の
評
価
に
と
ら
わ
れ

ず
、
良
い
も
の
を
生
産
す
れ
ば
純
粋

に
高
い
評
価
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
生

産
者
の
意
欲
の
向
上
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
梨
の
品
質
向
上
を
目
的

に
選
果
ラ
イ
ン
へ
の
光
セ
ン
サ
ー
導

入
に
よ
り
、
国
内
外
で
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
増
え
、
生

産
者
の
や
り
が
い
が
一
層
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
全
体
的
な
生
産
量
は
減
少
傾
向

で
は
あ
る
が
、
売
上
金
額
は
毎
年
上

昇
し
て
お
り
、
輸
出
と
合
わ
せ
て
梨

生
産
者
の
所
得
向
上
に
繋
が
っ
て
い

る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
輸
出
国

が
提
示
し
て
く
る
基
準
を
満
た
す
こ

と
が
必
須
と
な
り
、
煩
雑
な
部
分
が

あ
る
が
、
特
に
目
立
っ
た
デ
メ
リ
ッ

ト
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
梨
農
家
の
現
状
と
し
て
、
ほ
か
の

農
産
物
と
同
様
に
、
園
芸
農
家
の
高

齢
化
と
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
課
題

で
あ
る
。
下
妻
梨
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守

る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
、
園
芸
産
地

改
革
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
た

多
目
的
防
災
網
の
普
及
や
産
地
改
革

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金
を
利
用
し

た
研
修
事
業
な
ど
、
生
産
者
意
欲
の

向
上
と
課
題
解
決
に
向
け
た
事
業
展

開
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
下
妻
梨
か
ら
の
発
生
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
下
妻
完
熟
梨
、
プ
レ

ミ
ア
ム
梨
や
貯
蔵
梨
な
ど
が
展
開
さ

れ
、
メ
ロ
ン
の
輸
出
な
ど
、
ほ
か
の

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
繋
が
っ

て
来
て
い
る
。
今
後
も
生
産
者
の
所

得
控
除
や
Ｐ
Ｒ
活
動
の
実
践
よ
り
新

た
な
農
産
物
の
販
売
、
下
妻
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
が
図
ら
れ
る

よ
う
努
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

学
校
現
場
に
お
け

る
多
忙
化
の
解
消

に
つ
い
て【

一
問
一
答
方
式
】

斯
波
元
気

　議
員

　
　
　
　
　
　
日
本
教
職
員
組
合
の

　
　
　
　
　
実
態
調
査
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
の
定
め
る
、

い
わ
ゆ
る
過
労
死
ラ
イ
ン
に
当
た
る

月
80
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
を
し

て
い
る
と
回
答
し
た
中
学
校
教
諭
は

86
・
９
％
、
小
学
校
教
諭
は
72
・
９
％

で
、
学
校
現
場
に
お
け
る
多
忙
化
に

対
す
る
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
本
市
の
実
態
と
、
改
善
の
必
要

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

　
ま
た
、
負
担
軽
減
の
施
策
と
し

て
、自
治
体
一
斉
の
ノ
ー
残
業
デ
ー
、

ノ
ー
部
活
デ
ー
の
実
施
、
長
期
休
業

中
の
学
校
閉
庁
日
の
設
定
、
調
査
・

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
業
務
削
減
、
少
人

数
学
級
の
実
現
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　  

文
部
科
学
省
の
平
成

　
　
　
　
　
29
年
４
月
の
教
員
勤
務

　
　
　
　
　
実
態
調
査
と
同
時
期
に

お
け
る
本
市
教
員
の
月
あ
た
り
の
時

間
外
の
現
状
は
、
小
学
校
教
員
が
65

時
間
、
中
学
校
教
員
が
71
時
間
20
分

で
、
月
80
時
間
を
下
回
る
結
果
で
あ

る
が
、
多
く
の
教
員
は
勤
務
時
間
外

に
授
業
準
備
や
事
務
作
業
、
部
活
動

指
導
に
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。
そ

の
時
間
は
各
個
人
の
裁
量
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
学
校
教
育

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
員
が

児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ

る
。
教
員
の
勤
務
環
境
の
改
善
は
組

織
的
な
学
校
運
営
の
推
進
が
必
要
で

あ
り
、
勤
務
負
担
が
過
重
に
な
っ
て

い
る
教
員
に
つ
い
て
は
、
校
務
分
掌

な
ど
で
勤
務
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施
は
、
各
学

校
で
定
時
退
勤
日
の
設
定
な
ど
時
間

管
理
の
徹
底
を
行
っ
て
お
り
、
以
前

か
ら
月
曜
日
を
ノ
ー
部
活
デ
ー
と
し

て
い
る
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

は
、
練
習
の
あ
り
方
の
統
一
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
、
今

年
度
よ
り
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
、

夏
休
み
期
間
中
で
お
盆
期
間
の
４
日

間
に
つ
い
て
、
日
直
勤
務
を
廃
止

し
、
学
校
閉
庁
日
と
し
た
と
こ
ろ
好

評
で
あ
っ
た
。
来
年
度
も
継
続
し
、

休
暇
取
得
の
推
進
と
教
員
の
心
身
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
次
に
、
学
校

へ
の
調
査
等
は
、
教
育
委
員
会
で
整

理
統
合
し
、
文
書
の
簡
素
化
・
省
略

化
に
努
め
、
学
校
へ
の
作
品
募
集
等

が
過
度
に
集
中
し
な
い
よ
う
関
係
諸

団
体
と
意
見
交
換
し
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
最
後
に
、
少

人
数
学
級
の
実
現
に
つ
い
て
、
少
人

数
指
導
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、
本
市

独
自
に
加
配
教
員
と
し
て
市
内
小
中

学
校
に
11
名
の
非
常
勤
講
師
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
指
導
員

や
学
校
安
全
環
境
整
備
員
を
配
置

し
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
の

人
的
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。
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誰もが安心して利用できる介護保険制度が求められている部活動のあり方など教員の勤務環境の改善が求められている

ベトナムでの梨のトップセールスの様子

一　般　質　問

しもつま市議会だより９ 第２１２号 ８

一　般　質　問

様
子
等
に
関
す
る
学
習
状
況
調
査
を

児
童
、
生
徒
、
学
校
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

  

本
市
で
は
、
小
学
校
国
語
、
算
数

で
知
識
に
関
す
る
問
題
、
活
用
に
関

す
る
問
題
の
全
て
で
、
全
国
・
県
平

均
を
大
き
く
上
回
り
、
県
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、
中
学

校
で
は
全
国
平
均
を
残
念
な
が
ら
下

回
り
、
多
く
の
課
題
が
見
ら
れ
た
。

今
後
の
教
育
指
導
の
課
題
と
し
て
、

主
な
も
の
は
、
教
員
の
さ
ら
な
る
授

業
力
の
向
上
で
、
本
年
度
、
県
の
学

力
向
上
推
進
事
業
の
数
学
科
に
お
い

て
重
点
校
の
指
定
を
受
け
た
下
妻
中

学
校
を
拠
点
と
し
、
市
内
全
数
学
科

担
当
教
員
が
集
結
し
、
文
部
科
学
省

の
調
査
官
と
と
も
に
授
業
づ
く
り
に

取
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
教
員
研
修
の
充
実
と
学
習
状
況

調
査
を
活
用
し
た
家
庭
と
の
連
携
の

推
進
も
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
全
国
調
査
は
、
特
定
の
学
年

を
対
象
に
特
定
の
教
科
で
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
調
査
で
測
定
で
き
る

の
は
、
あ
る
意
味
で
は
学
力
の
一
部

分
で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活

動
の
一
側
面
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
学
校
の
序
列
化
に
つ
な
が
る
公

表
は
せ
ず
に
、
保
護
者
に
は
学
習
結

果
を
伝
え
、
各
校
の
優
れ
て
い
る
点

と
改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て
積
極
的

に
情
報
発
信
し
、
家
庭
と
連
携
し
て

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
学
習
意
欲

に
つ
な
が
る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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ド
ー
ム
し
も
つ
ま
な
ど
新
た
な
交
流

拠
点
を
含
め
な
が
ら
、
魅
力
を
創
出

し
、
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
に
不
可

欠
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
も
継
続
し
な
が

ら
、
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
、
年
間
を
通

し
た
観
光
客
誘
致
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
市
内
に
所
在

す
る
歴
史
的
遺
産
を
活
用
す
る
こ
と

は
本
市
の
観
光
振
興
に
大
変
有
益
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
大
宝
八
幡

宮
、
宗
任
神
社
、
小
島
草
庵
跡
な
ど

神
社
や
寺
院
を
中
心
と
し
た
歴
史
的

遺
産
と
砂
沼
、
鬼
怒
川
、
小
貝
川
や

四
季
折
々
の
花
な
ど
自
然
環
境
並
び

に
田
植
え
や
稲
刈
り
、
梨
狩
り
な
ど

の
農
業
体
験
事
業
を
絡
め
な
が
ら
新

た
な
観
光
施
設
を
総
合
的
に
融
合

し
、
市
内
を
周
遊
で
き
る
施
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
本
市
の
歴
史
的
及
び
自
然
的
観

光
資
源
は
、
茨
城
県
西
・
県
南
地
区

に
密
接
に
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
関
係

自
治
体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
広
域

的
な
観
光
を
提
供
し
て
い
く
必
要
も

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
国
道
１
２
５
号
今
泉
入
口
交
差
点

の
名
称
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
道
路

管
理
者
等
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
県
道
谷
和
原
筑

西
線
、
旧
東
部
中
入
口
交
差
点
の
名

称
に
つ
い
て
、
観
光
案
内
的
な
名
称

を
付
す
こ
と
で
本
市
の
観
光
拠
点
へ

の
誘
導
に
つ
な
が
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
特
定
の
民
間
施
設
へ
の
案

内
と
な
る
名
称
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
や
関
係
団
体
、
関
係
部
署
な
ど

の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
地

域
要
望
と
し
て
合
意
が
で
き
た
ら
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
茨
城
県
常
総
工

事
事
務
所
を
経
て
、
下
妻
警
察
署
へ

申
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

健
康
増
進
対
策

に
つ
い
て

【
一
括
方
式
】

程
塚
裕
行

　議
員

　
　
　
　
　
　本
市
の
胃
が
ん
検
診

　
　
　
　
　は
、
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

　
　
　
　
　レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
特
定
健
診
の
血
液
検

査
に
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
の
有
無
と
胃

の
粘
膜
の
萎
縮
度
の
検
査
を
組
合
わ

せ
て
胃
が
ん
発
症
の
リ
ス
ク
を
分
類

す
る
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
全
面
的

に
採
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　ま
た
、
ド
ッ
ク
の
補
助
負
担
に
つ

い
て
、
受
診
者
の
増
加
の
た
め
に
対

象
者
を
増
や
す
考
え
は
あ
る
か
伺

う
。

　
　
　
　
　  

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
、
本
市
で
は

　
　
　
　
　
本
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
現
在
ま
で
に
１
７
３
人
が
受
診

し
、
現
在
、
要
精
密
検
査
の
結
果
を

調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国

及
び
茨
城
県
の
胃
が
ん
検
診
の
実
施

指
針
で
は
、
年
１
回
の
胃
バ
リ
ウ
ム

検
査
又
は
２
年
に
１
回
の
胃
内
視
鏡

検
査
を
勧
め
て
お
り
、
本
市
の
検
診

委
託
業
者
の
茨
城
県
総
合
健
診
協
会

に
お
い
て
も
、
こ
の
リ
ス
ク
検
査
を

導
入
す
る
際
、
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査
と

の
併
用
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
リ

ス
ク
検
査
は
血
液
検
査
で

あ
る
た
め
、
受
診
者
の
負

担
も
少
な
く
受
診
し
や
す

い
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

胃
が
ん
そ
の
も
の
を
発
見

す
る
検
査
で
は
な
い
た

め
、
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査
と

併
用
で
行
う
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
脳
ド
ッ
ク

及
び
肺
ド
ッ
ク
に
つ
い

て
、
脳
疾
患
や
肺
が
ん
の

早
期
発
見
と
予
防
を
目
的

に
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
る
。
脳
ド
ッ
ク
へ
の

市
民
の
関
心
は
非
常
に
高

く
、
本
年
度
の
補
助
対
象
者
が

１
１
０
人
と
こ
ろ
、
１
２
９
人
の

申
込
が
あ
り
、
９
月
１
日
現
在
で

45
人
が
受
診
し
て
い
る
。
過
去
に

お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
が
１
２

９
人
の
申
込
で
95
人
の
受
診
、
27

年
度
が
１
６
９
人
の
申
込
で
90
人

の
受
診
で
あ
っ
た
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
申
込
者
及
び
受
診
者
の
動

向
を
見
据
え
補
助
対
象
枠
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
肺
が
ん
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
毎
年
20
人
の
定
員
に
満
た
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
代
わ
る
事

業
を
検
討
し
つ
つ
、
禁
煙
対
策
を

は
じ
め
、
肺
が
ん
へ
の
関
心
を
高

め
る
よ
う
努
め
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
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質
問
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テ
イ
セ
ン
産
業
工
場

跡
地
利
用
に
つ
い
て

【
一
問
一
答
方
式
】

菊
池

　博

　議
員

　
　
　
　
　
　テ
イ
セ
ン
産
業
工
場

　
　
　
　
　跡
地
を
購
入
し
た
当
初

　
　
　
　
　の
目
的
に
対
し
て
平
成

28
年
度
下
妻
市
開
発
公
社
事
業
報
告

で
は
住
宅
用
地
開
発
と
し
て
事
業
着

手
を
決
定
と
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
検

討
を
行
っ
た
の
か
、
ま
た
、
議
会
に

対
し
て
何
の
説
明
も
な
く
、
唐
突
感

が
否
め
な
い
。
説
明
責
任
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
問
う
。

　本
跡
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

は
、
砂
沼
周
辺
地
域
を
活
か
し
た

「
健
幸
都
市
し
も
つ
ま
」に
対
し
て
も

大
き
く
影
響
す
る
。
十
分
に
検
討
す

る
べ
し
と
の
観
点
か
ら
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
本
跡
地
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
は
、
平
成
25
年
３
月

　
　
　
　
　
に
下
妻
市
開
発
公
社

が
市
発
展
の
た
め
多
目
的
に
使
用
で

き
、
砂
沼
に
面
す
る
風
光
明
媚
な
土

地
で
あ
る
こ
と
、
工
場
や
倉
庫
等
が

建
設
さ
れ
た
場
合
、
砂
沼
の
美
観
が

損
な
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
な

ど
の
将
来
性
、
か
つ
、
地
価
も
安
価

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
取
得
し
た
も
の

で
あ
る
。
取
得
後
の
約
４
年
間
で
、

市
内
へ
の
優
良
企
業
の
誘
致
が
進

み
、
日
野
自
動
車
古
河
工
場
の
本
格

稼
働
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
周
囲
を

取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
が
あ
り
、
定

住
人
口
増
加
に
向
け
た
施
策
が
必
要

と
な
っ
た
。
平
成
29
年
２
月
に
開
催

さ
れ
た
市
開
発
公
社
理
事
会
に
お
い

て
、
砂
沼
の
景
観
を
活
か
し
た
土
地

利
用
を
想
定
し
た
、
住
居
系
の
魅
力

あ
る
住
宅
開
発
を
行
う
こ
と
を
決
定

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
議
会
へ
の

説
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

６
月
の
第
２
回
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
市
開
発
公
社
経
営
状
況
報
告

で
構
想
、
計
画
を
報
告
し
て
お
り
、

今
後
の
具
体
案
に
関
し
て
は
そ
の
都

度
、
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
本
跡
地
に
つ
い
て
は
、
砂
沼
に
面

す
る
約
３
ha
の
ま
と
ま
っ
た
貴
重
な

用
地
で
あ
り
、
事
業
の
具
体
案
に
つ

い
て
は
新
規
進
出
企
業
の
住
宅
用
地

な
ど
と
し
て
、
需
要
や

将
来
性
を
十
分
に
調
査

の
上
、
慎
重
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
「
健
幸
都
市
し
も

つ
ま
」
に
起
用
で
き
る

よ
う
な
利
活
用
も
念
頭

に
、
今
後
の
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
し
て
も
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問
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答
弁
　

名称変更の協議を行っている今泉入口交差点

保健センターで実施している健診の様子

長塚地内のテイセン産業工場跡地の位置図

　
平
成
29
年
８
月
２
日
、
阿
見
町
議

会
民
生
教
育
常
任
委
員
会
が
行
政
視

察
の
た
め
、
本
市
を
訪
れ
、
「
Ｗ
ａ

ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し
も
つ
ま
」
を
視

察
い
た
し
ま
し
た
。
担
当
課
よ
り
施

設
の
概
要
と
運
営
の
詳
細
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
説
明
後
、
敷
地
内
の

施
設
を
視
察
し
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
視
察
来
訪

　

　
平
成
29
年
10
月
２
日
か
ら
４
日
ま

で
の
日
程
で
、
秋
田
県
能
代
市
及
び

青
森
県
つ
が
る
市
に
お
い
て
行
政
視

察
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
能
代
市
で
は
、
新
庁

舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
能
代
市
の
旧
庁

舎
は
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
24
年
・
25
年

に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
法
定
耐
用
年

数
を
大
幅
に
超
え
、
施
設
や
設
備
の

老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
性
の
不
足

に
よ
る
安
全
性
へ
の
懸
念
、
維
持
管

理
費
の
増
大
、
庁
舎
の
分
散
と
駐
車

場
不
足
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応

不
足
な
ど
の
現
状
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
を
契
機
に
改
め
て
市
民
の
生

命
の
保
護
や
安
全
確
保
の
た
め
市
庁

舎
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
再

認
識
さ
れ
建
築
に
至
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
整
備
の
方
針
と
し
て
は
、

①
あ
ら
ゆ
る
人
に
や
さ
し
い
、
安

全
・
安
心
な
庁
舎
②
防
災
拠
点
と
し

て
十
分
に
機
能
を
発
揮
で
き
る
庁
舎

③
市
民
が
気
軽
に
訪
れ
、
住
民
自
治

の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ
る
庁
舎
④

既
存
施
設
の
活
用
に
よ
る
コ
ン
パ
ク

ト
で
多
機
能
な
庁
舎
⑤
省
エ
ネ
に
配

慮
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
⑥
木

都
に
ふ
さ
わ
し
い
、
木
を
活
か
し
た

庁
舎
と
し
、
安
全
か
つ
特
色
の
あ
る

市
庁
舎
と
し
て
整
備
を
行
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
つ
が
る
市
で
は
、
「
道
の

駅
も
り
た
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
」
を
視
察

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
施
設
は
、
田

園
風
景
の
中
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ

る
空
間
で
、
山
村
振
興
等
農
林
漁
業

特
別
対
策
事
業
の
補
助
金
を
活
用

し
、
夏
の
海
水
浴
客
や
冬
の
ス
キ
ー

客
等
多
く
の
観
光
客
を
取
り
込
む
た

め
生
産
物
直
売
、
食
材
供
給
施
設
を

設
置
し
農
家
の
所
得
向
上
、
就
労
の

場
の
確
保
を
図
る
も
の
で
、
第
三
セ

ク
タ
ー
の
「
つ
が
る
地
球
村
株
式
会

社
」
が
運
営
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
。
運
営
後
の
課
題
と
し
て
、
地

元
農
産
物
の
販
売
が
多
く
な
り
売
り

場
面
積
が
不
足
し
、
拡
張
を
要
望
す

る
声
が
多
く
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
以
上
、
今
回
の
行
政
視
察
を
参
考

に
今
後
の
議
員
活
動
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋田県能代市での視察の様子

Waiwaiドームでの視察の様子
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ド
ー
ム
し
も
つ
ま
な
ど
新
た
な
交
流

拠
点
を
含
め
な
が
ら
、
魅
力
を
創
出

し
、
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
に
不
可

欠
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
も
継
続
し
な
が

ら
、
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
、
年
間
を
通

し
た
観
光
客
誘
致
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
市
内
に
所
在

す
る
歴
史
的
遺
産
を
活
用
す
る
こ
と

は
本
市
の
観
光
振
興
に
大
変
有
益
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
大
宝
八
幡

宮
、
宗
任
神
社
、
小
島
草
庵
跡
な
ど

神
社
や
寺
院
を
中
心
と
し
た
歴
史
的

遺
産
と
砂
沼
、
鬼
怒
川
、
小
貝
川
や

四
季
折
々
の
花
な
ど
自
然
環
境
並
び

に
田
植
え
や
稲
刈
り
、
梨
狩
り
な
ど

の
農
業
体
験
事
業
を
絡
め
な
が
ら
新

た
な
観
光
施
設
を
総
合
的
に
融
合

し
、
市
内
を
周
遊
で
き
る
施
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
本
市
の
歴
史
的
及
び
自
然
的
観

光
資
源
は
、
茨
城
県
西
・
県
南
地
区

に
密
接
に
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
関
係

自
治
体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
広
域

的
な
観
光
を
提
供
し
て
い
く
必
要
も

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
国
道
１
２
５
号
今
泉
入
口
交
差
点

の
名
称
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
道
路

管
理
者
等
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
県
道
谷
和
原
筑

西
線
、
旧
東
部
中
入
口
交
差
点
の
名

称
に
つ
い
て
、
観
光
案
内
的
な
名
称

を
付
す
こ
と
で
本
市
の
観
光
拠
点
へ

の
誘
導
に
つ
な
が
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
特
定
の
民
間
施
設
へ
の
案

内
と
な
る
名
称
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
や
関
係
団
体
、
関
係
部
署
な
ど

の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
地

域
要
望
と
し
て
合
意
が
で
き
た
ら
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
茨
城
県
常
総
工

事
事
務
所
を
経
て
、
下
妻
警
察
署
へ

申
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

健
康
増
進
対
策

に
つ
い
て

【
一
括
方
式
】

程
塚
裕
行

　議
員

　
　
　
　
　
　本
市
の
胃
が
ん
検
診

　
　
　
　
　は
、
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

　
　
　
　
　レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
特
定
健
診
の
血
液
検

査
に
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
の
有
無
と
胃

の
粘
膜
の
萎
縮
度
の
検
査
を
組
合
わ

せ
て
胃
が
ん
発
症
の
リ
ス
ク
を
分
類

す
る
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
全
面
的

に
採
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　ま
た
、
ド
ッ
ク
の
補
助
負
担
に
つ

い
て
、
受
診
者
の
増
加
の
た
め
に
対

象
者
を
増
や
す
考
え
は
あ
る
か
伺

う
。

　
　
　
　
　  

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
、
本
市
で
は

　
　
　
　
　
本
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
現
在
ま
で
に
１
７
３
人
が
受
診

し
、
現
在
、
要
精
密
検
査
の
結
果
を

調
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国

及
び
茨
城
県
の
胃
が
ん
検
診
の
実
施

指
針
で
は
、
年
１
回
の
胃
バ
リ
ウ
ム

検
査
又
は
２
年
に
１
回
の
胃
内
視
鏡

検
査
を
勧
め
て
お
り
、
本
市
の
検
診

委
託
業
者
の
茨
城
県
総
合
健
診
協
会

に
お
い
て
も
、
こ
の
リ
ス
ク
検
査
を

導
入
す
る
際
、
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査
と

の
併
用
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
リ

ス
ク
検
査
は
血
液
検
査
で

あ
る
た
め
、
受
診
者
の
負

担
も
少
な
く
受
診
し
や
す

い
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

胃
が
ん
そ
の
も
の
を
発
見

す
る
検
査
で
は
な
い
た

め
、
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査
と

併
用
で
行
う
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
脳
ド
ッ
ク

及
び
肺
ド
ッ
ク
に
つ
い

て
、
脳
疾
患
や
肺
が
ん
の

早
期
発
見
と
予
防
を
目
的

に
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
る
。
脳
ド
ッ
ク
へ
の

市
民
の
関
心
は
非
常
に
高

く
、
本
年
度
の
補
助
対
象
者
が

１
１
０
人
と
こ
ろ
、
１
２
９
人
の

申
込
が
あ
り
、
９
月
１
日
現
在
で

45
人
が
受
診
し
て
い
る
。
過
去
に

お
い
て
は
、
平
成
28
年
度
が
１
２

９
人
の
申
込
で
95
人
の
受
診
、
27

年
度
が
１
６
９
人
の
申
込
で
90
人

の
受
診
で
あ
っ
た
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
申
込
者
及
び
受
診
者
の
動

向
を
見
据
え
補
助
対
象
枠
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
肺
が
ん
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
毎
年
20
人
の
定
員
に
満
た
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
代
わ
る
事

業
を
検
討
し
つ
つ
、
禁
煙
対
策
を

は
じ
め
、
肺
が
ん
へ
の
関
心
を
高

め
る
よ
う
努
め
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
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質
問
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テ
イ
セ
ン
産
業
工
場

跡
地
利
用
に
つ
い
て

【
一
問
一
答
方
式
】

菊
池

　博

　議
員

　
　
　
　
　
　テ
イ
セ
ン
産
業
工
場

　
　
　
　
　跡
地
を
購
入
し
た
当
初

　
　
　
　
　の
目
的
に
対
し
て
平
成

28
年
度
下
妻
市
開
発
公
社
事
業
報
告

で
は
住
宅
用
地
開
発
と
し
て
事
業
着

手
を
決
定
と
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
検

討
を
行
っ
た
の
か
、
ま
た
、
議
会
に

対
し
て
何
の
説
明
も
な
く
、
唐
突
感

が
否
め
な
い
。
説
明
責
任
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
問
う
。

　本
跡
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

は
、
砂
沼
周
辺
地
域
を
活
か
し
た

「
健
幸
都
市
し
も
つ
ま
」に
対
し
て
も

大
き
く
影
響
す
る
。
十
分
に
検
討
す

る
べ
し
と
の
観
点
か
ら
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
本
跡
地
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
は
、
平
成
25
年
３
月

　
　
　
　
　
に
下
妻
市
開
発
公
社

が
市
発
展
の
た
め
多
目
的
に
使
用
で

き
、
砂
沼
に
面
す
る
風
光
明
媚
な
土

地
で
あ
る
こ
と
、
工
場
や
倉
庫
等
が

建
設
さ
れ
た
場
合
、
砂
沼
の
美
観
が

損
な
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
な

ど
の
将
来
性
、
か
つ
、
地
価
も
安
価

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
取
得
し
た
も
の

で
あ
る
。
取
得
後
の
約
４
年
間
で
、

市
内
へ
の
優
良
企
業
の
誘
致
が
進

み
、
日
野
自
動
車
古
河
工
場
の
本
格

稼
働
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
周
囲
を

取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
が
あ
り
、
定

住
人
口
増
加
に
向
け
た
施
策
が
必
要

と
な
っ
た
。
平
成
29
年
２
月
に
開
催

さ
れ
た
市
開
発
公
社
理
事
会
に
お
い

て
、
砂
沼
の
景
観
を
活
か
し
た
土
地

利
用
を
想
定
し
た
、
住
居
系
の
魅
力

あ
る
住
宅
開
発
を
行
う
こ
と
を
決
定

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
議
会
へ
の

説
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

６
月
の
第
２
回
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
市
開
発
公
社
経
営
状
況
報
告

で
構
想
、
計
画
を
報
告
し
て
お
り
、

今
後
の
具
体
案
に
関
し
て
は
そ
の
都

度
、
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
本
跡
地
に
つ
い
て
は
、
砂
沼
に
面

す
る
約
３
ha
の
ま
と
ま
っ
た
貴
重
な

用
地
で
あ
り
、
事
業
の
具
体
案
に
つ

い
て
は
新
規
進
出
企
業
の
住
宅
用
地

な
ど
と
し
て
、
需
要
や

将
来
性
を
十
分
に
調
査

の
上
、
慎
重
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
「
健
幸
都
市
し
も

つ
ま
」
に
起
用
で
き
る

よ
う
な
利
活
用
も
念
頭

に
、
今
後
の
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
し
て
も
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問
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名称変更の協議を行っている今泉入口交差点

保健センターで実施している健診の様子

長塚地内のテイセン産業工場跡地の位置図

　
平
成
29
年
８
月
２
日
、
阿
見
町
議

会
民
生
教
育
常
任
委
員
会
が
行
政
視

察
の
た
め
、
本
市
を
訪
れ
、
「
Ｗ
ａ

ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し
も
つ
ま
」
を
視

察
い
た
し
ま
し
た
。
担
当
課
よ
り
施

設
の
概
要
と
運
営
の
詳
細
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
説
明
後
、
敷
地
内
の

施
設
を
視
察
し
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
視
察
来
訪

　

　
平
成
29
年
10
月
２
日
か
ら
４
日
ま

で
の
日
程
で
、
秋
田
県
能
代
市
及
び

青
森
県
つ
が
る
市
に
お
い
て
行
政
視

察
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
能
代
市
で
は
、
新
庁

舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
能
代
市
の
旧
庁

舎
は
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
24
年
・
25
年

に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
法
定
耐
用
年

数
を
大
幅
に
超
え
、
施
設
や
設
備
の

老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
性
の
不
足

に
よ
る
安
全
性
へ
の
懸
念
、
維
持
管

理
費
の
増
大
、
庁
舎
の
分
散
と
駐
車

場
不
足
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応

不
足
な
ど
の
現
状
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
を
契
機
に
改
め
て
市
民
の
生

命
の
保
護
や
安
全
確
保
の
た
め
市
庁

舎
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
再

認
識
さ
れ
建
築
に
至
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
整
備
の
方
針
と
し
て
は
、

①
あ
ら
ゆ
る
人
に
や
さ
し
い
、
安

全
・
安
心
な
庁
舎
②
防
災
拠
点
と
し

て
十
分
に
機
能
を
発
揮
で
き
る
庁
舎

③
市
民
が
気
軽
に
訪
れ
、
住
民
自
治

の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ
る
庁
舎
④

既
存
施
設
の
活
用
に
よ
る
コ
ン
パ
ク

ト
で
多
機
能
な
庁
舎
⑤
省
エ
ネ
に
配

慮
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
⑥
木

都
に
ふ
さ
わ
し
い
、
木
を
活
か
し
た

庁
舎
と
し
、
安
全
か
つ
特
色
の
あ
る

市
庁
舎
と
し
て
整
備
を
行
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
つ
が
る
市
で
は
、
「
道
の

駅
も
り
た
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
」
を
視
察

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
施
設
は
、
田

園
風
景
の
中
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ

る
空
間
で
、
山
村
振
興
等
農
林
漁
業

特
別
対
策
事
業
の
補
助
金
を
活
用

し
、
夏
の
海
水
浴
客
や
冬
の
ス
キ
ー

客
等
多
く
の
観
光
客
を
取
り
込
む
た

め
生
産
物
直
売
、
食
材
供
給
施
設
を

設
置
し
農
家
の
所
得
向
上
、
就
労
の

場
の
確
保
を
図
る
も
の
で
、
第
三
セ

ク
タ
ー
の
「
つ
が
る
地
球
村
株
式
会

社
」
が
運
営
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
。
運
営
後
の
課
題
と
し
て
、
地

元
農
産
物
の
販
売
が
多
く
な
り
売
り

場
面
積
が
不
足
し
、
拡
張
を
要
望
す

る
声
が
多
く
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
以
上
、
今
回
の
行
政
視
察
を
参
考

に
今
後
の
議
員
活
動
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋田県能代市での視察の様子

Waiwaiドームでの視察の様子



平成29年11月10日発行 ２
日
　
行
政
視
察
来
訪（
阿
見
町
議
会

　
　
　
民
生
教
育
常
任
委
員
会
）

17
日
　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　
　
域
連
合
議
会  

第
２
回
定
例
会

21
日
　
月
例
会

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会

　      

経
済
建
設
委
員
会

　      

議
会
報
告
会
幹
事
会

  

　    

議
会
改
革
検
討
委
員
会

　
　

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会

７
日
　
本
会
議
　
議
案
上
程
、
説
明

　
　
　
議
会
報
告
会
幹
事
会

８
日
　
本
会
議
　
議
案
質
疑

      

　
総
務
委
員
会

11
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

12
日
　
経
済
建
設
委
員
会

13
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

14
日
　
決
算
特
別
委
員
会

15
日
　
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

20
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

21
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

26
日
　
本
会
議
　
委
員
長
報
告
、
質

　
　
　
疑
、
討
論
、
採
決
、
閉
会

      

　
全
員
協
議
会

      

　
第
１
回
広
報
広
聴
委
員
会

28
日
　
茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
臨

　
　
　
時
会

２
〜
４
日

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　（
秋
田
県
能
代
市
、青
森
県
つ 

　
　
　
が
る
市
）

17
日
　
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
全

　
　
　
員
協
議
会
・
定
例
会

18
〜
20
日

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　（
北
海
道
苫
小
牧
市
、新
十
津

　
　
　
川
町
）

19
〜
20
日

　
　
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
事
務

　
　
　
局
職
員
研
修

23
日
　
月
例
会

      

　
第
２
回
広
報
広
聴
委
員
会

     

　 

議
会
報
告
会
幹
事
会

25
日
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

31
日
　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　
圏
事
務
組
合
議
会
　
定
例
会
・

　
　
　
圏
外
研
修

議 会 日 誌 ・ 1 2 月 定 例 会 予 定

◆  

８  

月

◆  

10  

月

◆  

９  

月

コスモス（小貝川ふれあい公園）

次 回 第 4 回 定 例 会 予 定
日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

本　会　議（議案質疑）

　常任委員会（総務委員会）
休　会
　常任委員会（文教厚生委員会）

本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

※会期日程は、都合により変更になることがあります。

木

金

水

12月 7日

12月 8日

月12月11日

休　会
　常任委員会（経済建設委員会）火12月12日

休　会
　予算特別委員会（補正予算）水12月13日

本　会　議
　一  般  質  問金12月15日

本　会　議
　一  般  質  問月12月18日

12月20日

　東部中卓球部は3年生12名、2年生12名、1年生20名で、「水滴りて石を穿つ」の合い言葉のもと

活動しています。新チームで迎えた今年の新人戦では男子は県西大会ベスト4、女子はベスト16と

いう結果を残すことができました。また、個人戦ではJOCジュニアオリンピックカップ全日本卓球

選手権大会カデットの部に神郡元希さんが出場します。

　保護者の方をはじめ、活動を支えてくださる全ての方への感謝を忘れず、県民総合体育大会では

新人戦よりも良い結果が出せるよう頑張りたいです。応援よろしくお願いします。

水滴穿石
～すいてきせんせき～

【東部中学校 卓球部】

議会を傍聴しませんか
市議会では皆様の傍聴をお待ちしています。傍聴は、
市議会活動に触れる良い機会です。自分が選んだ議
員の活動や市政の方針などを知ることができます。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモ
ニターで中継を行っています。

次回の市議会だよりの発行は
２月 10 日（土）の予定です。
議会だよりへのご意見などご
ざいましたら、下記連絡先ま
でお寄せください。

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1
　　　　　　  （内線 1111・1112）

　
今
定
例
会
で
は
、
９
名
に
よ
る
一

般
質
問
や
平
成
28
年
度
の
決
算
審

査
、
請
願
審
査
等
が
行
わ
れ
活
発
な

議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
で
は
、
工
事

中
の
下
妻
中
学
校
新
校
舎
や
老
朽
化

の
激
し
い
下
妻
保
育
園
を
訪
問
し
意

見
交
換
を
行
っ
た
り
、
認
定
・
廃
止

を
す
る
市
道
の
現
場
視
察
を
行
っ
た

り
し
な
が
ら
所
管
事
務
調
査
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
市

政
発
展
の
た
め
活
動
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
ま

す
の
で
、
健
康
に
ご
留
意
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
も
例
年
よ
り
早
い
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
早
め
の
予
防
注
射
の
接

種
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
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